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序 文

現在、 多賀城跡のある浮島地区と寺跡のある高崎地区とを結ぶ都市計画道路

ー史跡連絡線一の建設工事が進められております。 昭和62年に都市計画決定さ

れ、 事業認可を受けて以来すでに10年以上の歳月が経過致しました。

この道路建設と埋蔵文化財との関わりが生じ 、 発掘調査に着手したのは平成

5 年のことであります。 それ以来、 断続的に調査を進めてまいりましたが、 数

多くの成果を挙げ、 ようやくその調査報告書をまとめることができました。 調

査中、 小沢原遺跡の範囲の拡大などいくつかの問題がありましたが、 関係当局

の理解を得、 つつがなく調査を実施できたことに対し、 埋蔵文化財保護行政に

関わる者の一人として大きな喜びを感じております。

今回調査を行った高崎迫跡と小沢原迫跡はいずれも多賀城跡や寺跡に近接す

る逍跡であります。 高崎遣跡につきましては、 これまでたびたび調査が実施さ

れ、 そのつど成果の報告を行っておりますが、 小沢原遺跡は 、 今回の事業によ

って初めて学術的な調査が行われた遺跡であります。 その結果、 掘立柱建物跡

や竪穴住居跡などが発見され、 多賀城をとりまく古代の遺跡の広がりがまた一

つ明らかになりました。 近年、 多賀城南面の平野部において古代都市の存在が

注目されておりますが、 さらに周辺の丘陵部まで視野に入れた広い多賀城像が

求められるべきであります。 本魯が、 古代史研究に僅かなりとも寄与するとこ

ろありとすれば望外の喜びであります。

最後になりましたが、 発掘調査および資料の整理、 そして本書の刊行に至る

までご支援• ご指導いただきました関係各位に対し、 衷心より御礼申し上げま

す。

平成11年3月

多賀城市教育委員会

教育長 櫻 井 茂 男



例 言

1. 本書は、 平成5 年度から9 年度にかけて実施した都市計画道路一 史跡連絡線 一 建設に係る小沢原遺跡

第 1 · 2 · 4次調査と高崎遺跡第12• 21次調査の成果をまとめたものである。

3.  発掘調査から調査報告書作成に至る一 連の作業は、 本件の開発行為に係わる都市計画課（現在の道路

課）の依頼を受け、 埋蔵文化財調査センターが行った。

4. 平面図における座標値は国土座標「平面直角座標系X」 を使用して設定した。

5. 挿図中の高さは標高値である。

6. 土色は 『新版標準土色帖』（小山・竹原： 1973)を使用した。

7. 出土遣物のうち 、 土器と瓦については宮城県多賀城跡調査研究所の分類に基本的に依拠した。 ただし、

同研究所で使用している 「須恵系土器」 については、 当市が昭和54年度以降使用している「赤焼き土器」

の用語を使用した。

8 . 本書第 2図は建設省国土地理院長の承認を得て、 同院発行の 1 /25,000地形図「仙台東北部」 「塩鼈」

を複製したものである（承認番号 平11東複第208号）。

9 . 本書の作成にあたり 、 下記の方々および機関から多大なるご教示を得た。

進藤秋輝（宮城県教育庁文化財保護課）

古川雅清（創宇舎）

高橋 哲（青年海外協力隊候補生）

10. 本書は、 V-5を武田健市、 その他を千葉孝弥が執筆し 、 編集は千葉が行った。 資料整理および図版作

成に際し、 臨時職員柏倉霜代、 黒田啓子（平成9年3月退職） 、 熊谷純子、 陶山喜美栄（平成10年3月退

職） 、 浦風志恵子、 高橋千賀子、 伊藤美恵子、 村上和恵、 中村千恵子、 鹿野智子、 小野寺雪子、 渡邊奈

緒、 坂本英美の協力を得た。

11. 調査に関する諸記録および出土遺物はすべて多賀城市教育委員会が保管している。
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調査要項

1 • 小沢原遺跡（宮城県遺跡登録番号 1 8043) 

所在地 多賀城市浮島二丁目

調査面積

調査主体

【第1 次調査】

調査期間

調査面積

l,210m2 (対象面積4,5 20m'り

多賀城市教育委員会 教育長 櫻井茂男

平成5年6月1 日......... 7 月16日

460m2 

調査担当 多賀城市埋蔵文化財調査センター 所長 斎藤一司("'-'7 月）、 杉田裕孝(7 月～）
調 査員 千葉孝弥

【第2 次調査】

調査期間 平成6年8月17 日"'-'10月28日

調査面積 47 0m2 

調査担当 多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー 所長 鳥山文夫

調 査員 千葉孝弥 武田健市

【第4 次調査】

調査期間

調査面積

調査担当

調 査員

平成9 年1 1月18日......., 1 1月25日

280m2 

多賀城市埋蔵文化財調査センター

千葉孝弥

所長 木村忠雄

2 . 高崎遺跡（宮城県遣跡登録番号 180 18) 

所在地 多賀城市高崎

調査面積

調査主体

【確認調査】

調査期間

調査面積

調査担当

調 査員

【第12次調査】

調査期間

調査面積

調査担当

1,630m2 (対象面積 10,30 0mり

多賀城市教育委員会 教育長 櫻井茂男

平成5年7 月1 9 日,...._, 8月6日

770m2 

多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー 所長 斎藤一司(,-..., 7 月） 、 杉田裕孝(7 月～）

千葉孝弥

平成6年6月13日,.....,10月14日

9 9 0m2 

多賀城市埋蔵文化財調査センタ ー 所長 鳥山文夫

調 査員 千葉孝弥 菊池豊



【第21次調査】

調査期間 平成8 年12月 10日- 18 日 、 平成9年1月 16日-31日

調査面積 l10m2 

調査担当 多賀城市埋蔵文化財調査センター 所長 木村忠雄

調 査 員 （前半）千葉孝弥 菊池 豊、 （後半）滝口 卓 石本 敬 武田健市 山川純一

調査参加者（平成5年�9年）

阿部トシ子 赤井ひろ子 浅沼 良 伊藤正直 内海毅雄 太田拘一郎 奥田陸男

小野玉乃 小野寺恵子 菅野文夫 加藤昭一 加藤正士 鎌田 博 後藤しのぶ

小松まり 小松吉男 木村定巳 今野和子 今野孝男 齋藤ゆき子 境 幸子

佐々木欣也 鈴木太仲 鈴木寿二 田中裕子 手嶋輿美 南城美岐子 星 光治

星 忠次郎 星 秀雄 松本喜一 橋本 務 水越朝治 宮川ハルミ 宮野幸子

渡辺正一 渡辺ゆき子



I 遺跡の位置 と 地理的 ・ 歴史的環境

1 . 迫跡の位置 と 地理的環境

多賀城市 は、 宮 城県のほぼ中央部に位置 する仙台市の市街地 から北東約 10kmの地点に位置しており 、 南

西部 で仙台市、 北西部 で利府町、 北東部 で塩窟市、 南東部 で七ヶ浜町と それぞれ接している。

利府町の丘陵地帯に源を 発 する砂押川 は、 多賀城市を北西 か ら 南東に かけて貫流し、 同市の地形 を大き

く 二分 し ている。 北部 は台地状の緩や かな丘陵であり 、 南部 は広大な沖積平野 である。 北部の丘陵 は、 地

理学的に は松島丘陵 と 呼ばれるもの であり 、 塩釜方面 から本市北部に 至り 、 沖稜地に向 かって枝状に 発達

している。 そ れ ら に よ っ て大小の谷が形 成さ れ、 緩や かながら起伏に富んだ地形 となっている。 小 沢原遺

跡 および高崎遺跡 はそのような丘陵上に立地しており 、 その周辺に は数 多 く の 遺跡が隣接している。 両 遺

跡 は、 東北本線の北側と南側とに分 かれているが、 地形的に は連続 するもの であり 、 同様な地理的現境に

あるとい え よ う。

2 . 歴史的環境

小沢原造跡 および 高崎遺跡の周辺 では旧石器時代 か ら 江戸時代に 至る各時代の 遺跡が確認さ れている。

以下、 年代順に概要を述べる。

旧石器時代 ： 高崎遺跡の南側に志引 遺跡があり 、 1 万年 から 10万年前の石器が層位的に出土している。

また、 特別史跡 多賀城跡の政庁地区や市川 橋 遺跡大臣 宮地 区 か ら も石器が出土している。 こ れ ら は、 いず

れも古代の 遺跡の 調査中に 発見 さ れたもの であるが、 後者は沖積地の中の小丘陵であり 、 周辺の低湿地の

調 査 で下層 か ら その時代の 遺構が発見さ れる可能性が ある。

縄文時代 ： 多賀城跡の中に金堀貝塚が ある。 前 期の小規模な貝塚 であるが、 当時、 西側の低湿地に ま で

海水が入り 込ん でいた こ とを示 すもの であり 、 地

理学的にも貴重である。 同貝塚の ある多賀城跡金

堀地区では中 期の土器・ 石器も出土しており 、 同

じ く 多賀城跡の中に ある五万 崎遺跡でも前 期初頭

および中 期の土器• 石器が 発見 さ れている。

弥生時代 ： 五万 崎遺跡 か ら こ の時代に特有な石

包丁が 2点出土 している。 本遣跡西側の自然堤防

上に広がる山王 遺跡 では現地表下約 3m ( 海抜約

0.5m) の深さ か ら 中 期の包含層 が 発 見 さ れてお

り 、 そ れより古い水田も発見さ れている。

古墳時代 ： 五万 崎遺跡 か ら前 期 の 方 形周溝墓、

多賀城廃寺 か ら 竪穴住居跡が 発見さ れている。 古

墳 は、 高崎古墳群が未 調査な が ら 中 期のものと考

え ら れている。 稲荷殿古墳 は竪穴式石室をもつ小

§
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第 1 図 多賀城市の位置
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表 1 遺跡地名表

番号 遺跡名 時代 立地 番号 遺跡名 時代 立地

多 賀 城 市 25 桜井館跡 中世 丘陵

1 小沢原遺跡 丘陵 26 貞山堀 近世

2 高崎追跡 奈良 • 平安 • 中世 丘陵 27 柏木遺跡 旧石器 ・ 古代 丘陵斜面

3 特別史跡多賀城跡 奈良 • 平安 丘陵 ・ 沖積平野 利 府 町

4 金堀貝塚 縄文 （前～後） 丘陵斜面 28 郷楽遺跡 縄文～中世 丘陵

5 五万崎遺跡 縄文～古墳 （前） 丘陵 29 天神台遺跡 平安 丘陵

6 田屋場横穴古墳群 古墳 （後） 丘陵斜面 30 後楽B遺跡 旧石器 丘陵

7 西沢遺跡 古代 ・ 中世 丘陵 31 洞女喜遺跡 縄文 （中 ・ 後） 丘陵中腹

8 館前遺跡 古代 ・ 中世 分離丘陵 32 十三塚遺跡 古代 丘陵中腹

， 法性院遺跡 古代 丘陵中腹 33 十三本塚遺跡 丘陵

10 高原遺跡 古代 ・ 中世 丘陵 34 北窪遺跡 古代 丘陵麓

11 野田遺跡 古代 ・ 中世 丘陵中腹 35 天形遺跡 古代 丘陵

12 矢作ヶ館跡 古代 ・ 中世 丘陵 36 山屋敷遺跡 旧石器 丘陵頂部

13 山王山地田館跡 古代 ・ 中世 沖積平野 37 加瀬遺跡群 縄文 ・ 古代 丘陵 • 自然堤防

14 山王遺跡 古墳 • 奈良 • 平安 自然堤防 38 窪遺跡 古代 丘陵中腹

15 市川橋遺跡 旧石器～平安 沖稼平野 39 加瀬貝塚 縄文 （中） ・ 古代 丘陵斜面

16 高崎古墳群 古墳 （中 ・ 後） 丘陵端 塩 磁 市

17 多賀城廃寺 奈良 • 平安 丘陵 40 母子沢遺跡 平安 丘陵

18 留ヶ谷遺跡 古代 ・ 中世 丘陵 41 袖野田遺跡 奈良 • 平安 丘陵斜面

19 大日北遺跡 古代 自然堤防 42 塩窟神社挽内遺跡 縄文 （晩） 丘陵斜面

20 六貫田遺跡 古代 自然堤防 43 塩班古館跡 中世 分離丘陵

21 東田中窪前遺跡 古代 ・ 中世 丘陵麓 44 旭町横穴古墳群 奈良 ？ 丘陵斜面

22 志引遺跡 旧石器 ・ 古代 ・ 中世 丘陵 45 一 本松貝塚 縄文 （晩） • 平安 海岸

23 御屋敷館跡 中世 丘陵 46 一本松横穴古墳群 丘陵斜面

゜ 24 稲荷殿古墳 古坦 （後） 丘陵



型の円墳である。 調査が行われ、 年代は 7 世紀とされている。 田屋場横穴古墳群は多賀城南門に近い築地

の下から発見されたもので、 7 世紀後葉から 8 世紀前葉の年代が与えられている。

奈良 • 平安時代 ： 特別史跡多賀城跡 ・ 廃寺 を中心として多数分布している。 多賀城跡は奈良 • 平安時代

を通して陸奥国府が置かれた所で、 奈良時代には鎮守府も併せ置かれるなど陸奥国の中心地であり、 多賀

城廃寺はそれと同時期に創建された付属寺院である。 多賀城跡の東側にある西沢遺跡では竪穴住居跡や鍛

冶炉が多数発見されている。 竪穴住居跡の中には 、 工房と見られるものや、 馬具が出土したものもあるな

ど、 一般庶民の住居とは考え難いものがある。 その東側にある法性院遺跡や高原遺跡については、 詳細が

不明であるが、 古代の土器の散布地として知られている。

鎌倉• 室町時代 ： この時代の遣楠としては館跡が多く 、 野田館跡、 矢作ヶ館跡、 留 ヶ 谷遺跡などがある。

野田館跡では棚列、 留 ヶ 谷遺跡では土塁 • 空堀などが発見されている。 高 崎 遺跡の中でも留ヶ谷遺跡に近

い地区からは中世の掘立柱建物跡がしばしば発見され、 丘陵斜面を造成した平場も確認されている。 遺物

も、 確実に 12世紀から16世紀に至る各時代の陶磁器が出土している。 なお、 これらの遺跡では古代の遺物

も散布してお り 、 長期間にわたる遺跡であること を示している。 ま た、 小沢原迫跡では 、 今回の調査区か

ら約250m南西の地点において古銭が多数採集されている。詳細は不明であるが中世に おける備蓄銭の可能

性などが考えられている。

江戸時代 ： 留 ヶ 谷遺跡で中世の館跡を改修した屋敷跡が発見されており、 17世紀から現代へと連綿と続

いた屋敷の一端が明らかにされている。 高l埼遺跡弥勒地区でも屋敷跡が調査されてお り 、 多数の掘立柱建

物跡と地鎮遺構が発見されている。

明治 ・ 大正 • 昭和時代 ： 高崎遺跡では昭和時代の巨大な井戸が発見されている。 太平洋戦争時、 高崎周

辺には軍需工場が置かれており、 それに関連する遺構の可能性がある。 戦時下における貴重な調査例とい

え よ う 。
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II 調査 に 至 る 経緯

仙塩広域都市計画区域 におけ る 道路網 の骨格をな す仙塩 道路か ら本市へ のア ク セス 道路 と して岩切玉川

線が 現在建設中である（ 第3 図）。 都市計画道路史跡連絡線は その岩切玉 川 線 と 本市 中心部を縦 に結ぶ路線

と して計画されたものである 。 J R東北本線 によっ て分断 されてい る 本市 中心部と 近年人口が増加してい

る 北部住宅地を結 び、 沿線地域 の交通混雑を緩和する と と も に交通安全 の確保及び居住環境 の向上を固 る

こ とを目的と している。 な お、 史跡連絡線なる名称は、 文字通り東北本線を越えて特別史跡多賀城跡附寺

跡の城跡と 寺跡を結ぶ 道路である こ と に因んだも のである。 本 道路は、 昭和62年 4月 28 日付け 多賀城市告

示 第21号 で都市計画決 定 され、 同年 9 月22日付け宮 城県告示 第1 , 220号 により 都市計画法 第59条 第1 項 の規

定 により 事業認可を受けてい る 。

平成4 年、 道路 建設と 埋蔵文化財と の係わり について都市計画課と 文化財課と で協議が行われた。 その

中で、 浮島地区 につ いては、 埋蔵文化財包蔵地 の範囲外 であるが、 小沢原遺跡の約150m西側 に近接 す る と

い う 理由 で試掘調査を実施し、 ま ず造構 の有無を確認 す る こ とが必要 と された。 高崎地区 については、 大

部 分が埋蔵文化財包蔵地 （高崎遺跡）である こ と から当然事前 調査の対象 と な る が、 東北本線 に近 い地点

は急勾配 の地形 であり 、 遺構 の存在 す る 可能性が低 い こ と が予想 された。 調査は用地買収 と の兼ね合 いか

ら平成7 年まで3年間 で実施 する と い う 計画であ る こ と から、 初年 度は浮島地区 の試掘調査と 高崎地区 の

確認 調査を実施し、 対象地区全体 の遺構 の分布状況を把握 す る 調査を実施 す る こ と と した 。

平成5 年 5 月 19 日付け で教育委員会管理課長より 埋蔵文化財調査セ ン タ ー所長に発掘調査の依頼があり 、

5 月 26日付け で同所 長より 管理課長に発掘調査の 期 日、 予算等 について回答 し た。 その後、 調査区 の境界

確認や 調査の具体的な進め 方 につ いて都市計画課と 現地 にて協議を行い 、 6 月 1 日 、 小沢原遺跡西 方地区

の試掘調査に着手した 。
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第 3 図 史跡連絡線の位置
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III 調査方法 と 経過

1 . 調査方法

平面図作成に おける基準点線の設定に あたっては、 小 沢原遺跡・ 高崎造跡とも に 国 土 座標 「 平面直角 座

標系X」 を使用して原点 を 設定し、 原点を通る南北方向 の直線を南北 基 準線、 それ と直交 する東西方向 の

直線を東西 基 準線 とした。 こ の原点 を 0 として、 南北 方向 は北 を N、 南 を S とし、 原点 からl m ご とに N

l . N 2 . N 3 …… 、 S l . S 2 . S 3 … …
、 と表した。 東西 方向 は西をW、 東 を E とし、 同様に表した。 両

遺跡の原点 の国 土 座標は次の通り である。

小 沢原遺跡 X = -188, 610. 000 

高崎遺跡 X = - 189 , 000 . 000 

Y = 14, 790. 000 

Y = l 4 ,890.000 

2 .  調査経過

今回 の事業に 関する発掘調査は、 平成 5 年度から平成

9 年 度ま で断続的に行った。 以下、 各年 度ご との概要に

ついて記す。

初年度である平成 5 年度に は、 小 沢原地区 と高崎遺跡

に ついて、 対象地区全体に おける遣構 の有無 および分布

状況を明らかに するこ とを第一 の目的とし、 調査を行っ

た。 5月30日小 沢原地区に器材を搬入し、 試掘調査に着

手した。 厚い盛り 土 の下に は希薄ながら造構 の存在が確

認 され、 6 月 11日 ま でに お およその分布状況 ま で把握 さ

れるに 至った。 6 月 12 日 からは遺構 の残存状態 を把握 す

るこ とと、 次年度以降 の作業効率を考慮し、 事前 調査に

切り替えた。 7 月 16 日 ま でに 遺構 の実測 ま ですべての作

業を終了 させた。 7 月 19 日小 沢原地区 から高崎遺跡の調

査区に プ レハプ ・ 器材 を移動し、 高崎遺跡の確認調査を

開始した。 はじめに予 定地南側 から調査に着手し、 住宅

地 であ っ たため攪乱が著し かったが、 竪穴住居跡や溝跡

な ど確 実 に 古代 の追構 の存在が確認 された (,..._, 7 月 22

日 ）。 7 月 22 日北地 区 の草刈および伐採作業な ど 準備を行

ぃ、 翌23日 から北側 の斜 面 から調査を開始した。 斜 面 部

分 では予想通り 遺構 は発見 されな かったが、 その南側 の

やや 平坦な部分 では小規模な谷頭が あり 、 その落ち込み

に通 じる溝跡な どを検出した。 北地区に おける発見 遺構

は、 これらの溝跡以外では壁が焼けている土塙 を 1 基検

出したのみ であり 、 8 月 2 日 から事前 調査に切り替え、

上 ： 調査風景 （小沢原遺跡第 1 次調査）
下 ： S 801検出状況（同上）

，
 



8 月 5 日 ま でに実測 ま ですべての作業を終了 させ、 平成5年 度の作業を終了 させた。

平成6 年 度は 、 昨年 度の試掘および確認調査に よ り 、

調査対象範囲が お およそ限 定 された こ と を う けて 、 本

格的な事前 調査を実施した。 6 月13日 、 高崎 遺跡第12

次調査を 開始した。 調査区中央部に は南北 方 向 の宅地

内 道路が あるため、 今年 度はその部 分を対象地 区 か ら

除外した。 ま た、 排土処理の都合上、 対象地区 北端部

は その南側 の埋め戻し後に 調査するこ と と した。 は じ

めに宅地内道路の西側部 分 か ら 調査に着手し、 住宅地

造 成に 関わる攪乱や、 近年 ま で芹田として利用 し て い

たとい う 南北llm 、 東西 10m の方形 の落ち 込みを除去

し、 遣構検出 作業を進めた。 北半部 では 小規模な柱穴

を 多数 発見し、 多 く の掘立柱 建物跡 の存在が予想 され

た。 7 月 28 日 から宅地内 道路 の東側部 分 の表土除去を

開始し、 同地区 の遺構検出 作業を 開始した。 昨年 度の

確認調査で検出した竪穴住居跡が全容を 現した。 8 月

31日 、 宅地内道路 の両側 で発見した竪穴住居跡 2 棟を

残し、 ほ か の遥構は お およそ 調査が終了したため、 北

端部を埋め戻し、 さら に その北側に 調査区を拡張した。

こ の拡張区 では昨年 度の確認 調査で発見した東西溝 l

条 あ ら ためて検出し、 精査を行った。 10月 7 日 、 最後

に残った竪穴住居跡の平面図を 作 成し、 調査を終了し

た。 10月 14日 、 現場よ り 器材等を一切撤収した。

10 

上 ： 芹田の除去 （高崎遺跡第12次調査）

中 ： S E 1115調査風景 （同上）

下 ： S B lllO調査風景 （同上）

左 ： S I 1113D暗渠 （同上）



小沢原遺跡第 2 次調査は、 高 崎遺跡第 1 2次調査と 一

部 平行して進めた。 実 際の 調査に先立ち 、 8 月 4 • 5 

日 に周辺の現境整備を含めて準備作業を行っ た。 8 月

1 7 日 、 第 1 次調査の第 I · II 調査区の残 り の部分 に調

査区を設定し、 重機により 表土の除去を開始し、 8 月

2 2 日 から遺構検出作業を開始した。 10月11 日 から 2 4 日

ま で、 調査員の都 合 により 一時 調査を休止し、 10月 25

日 か ら再 開した。 昨年度の 調査においてその一部を発

見した掘立柱 建物跡は南北 5 間以上 にな る こ と が判明

し、 その 建て替え等の検討 に多 く の時間を要したが、

基本的 に4 時 期の変遷 と理解し（註 ）、 10月 31 日 調査を

終了した。

平成8 年度は、 高 崎遺跡第 1 2次調査の 際、 調査から

除外した生活 道路部分を対象 として高 崎遺跡第 21次調

査を実施した。 対象 面 積 は少ない も のの、 現住民の便

宜上前後 2 回 に分けて 調査を行った。 前半は、 対象地

区の南半部 について1 2月 10日 か ら 18 日 ま で調査を実施

した。 こ の地点 にお いて は、 大型の竪穴住居跡が 発見

さ れた場所であり 、 未検出 であ っ た そ の東辺部の発見

が予想 された。 結 果 的 には、 現代の様々な埋 設管工事

による 攪乱のため確認 できず、 住居跡の お およその規

模を推 定す る にとど まった。 後半は、 北半部を対象 と

し、 翌年の 1月16 日 より 1月31日 ま で実施した。 こ の

地区 も 攪乱が著 し く 、 造構の残存状態 は不良 であった

が、 竪穴住居跡 4 軒を発見した。

平成9年度は、 道路 建設予 定地の内、 最後 ま で残っ

て いた小沢原遺跡南端部の雑木林を対象 として 小沢原

遺跡第 4 次調査を実施した。 11月 18日 に調査区 設定し、

重機により 表土を除去して遺構確認を開始した。 し か

し、 対象地区内 において は遺構が 発見 されず、 11月 2 5

日 、 仮 基 準点を設定し平 面 固 作成し、 1 1月 2 7 日 、 ト ラ
バース測品を行 っ て 調査を終了した。

（註） 調査終了後の整理 ・ 検討の結果、 4 時期と した も のの内
霰 も 古 い も の は、 創建時における施工誤差のため、 掘削後直ち
に埋め戻した掘方であり 、 2 番目 に新 し い と 見 た も の は古い柱
穴の埋土の違いと理解で き た こ と か ら 、 全体で2 時期の変遷と
い う 結論に落ち着いた。

上 ： S 801  (小沢原遺跡第 2 次調査）
中 ： 竪穴住居跡検出状況 （高崎遺跡第21次調査）
下 ： 作業風景 （小沢原遺跡第 4 次調査）
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表 2 小沢原遺跡 ・ 高崎遺跡調査概要一覧

番号 調査次数 主な発見遣構 主な出土遺物

小 沢 原 遺 跡

1 耕作中に発見（昭和27年） 中世 ： 備蓄銭か ？ 多醤の古銭

2 第 1 次（平成5 年度） 古代 ： 堀立柱建物、 竪穴住居

3 第 2 次（平成6 年度） 古代 ： 堀立柱建物、 竪穴住居

4 第 3 次（平成8 年度） 古代 ： 堀立柱建物跡 柱列、 井戸

5 第 4 次（平成9 年度） な し

高 崎 遺 跡

6 第 1 次 （昭和55年度） 古代 ： 合口甕棺

7 第 2 次（昭和56年度） な し

8 第 3 次 （昭和57年度） 古代 ： 埋甕

， 第 4 次（昭和60年度） 古代 ： 柱列 風字硯

古代 ： 堀立柱建物、 竪穴住居 灰釉陶器碗、 円面硯
10 第 5 次（昭和60年度）

中世 ： 土塙 無釉陶器擢鉢

古代 ： 堀立柱建物、 竪穴住居、 柱列、 井戸、 合口甕棺 墨雹土器
11 第 6 次（昭和61年度）

中世 ： 溝 青磁碗

古代 ： 堀立柱建物
12 第 7 次（昭和63年度）

近世 ： 屋敷、 地鎖遺構 輪宝堡書土器、 古銭

古代 ： 堀立柱建物、 井戸、 道路 墨書土器

13 第 8 次（平成3 年度） 中世 ： 堀立柱建物跡

近世 ： 道路

14 第 9 次（平成3 年度） 古代 ： 竪穴住居

15 第10次（平成 5年度） 古代 ： 竪穴住居、 堀立柱建物、 工房 灰釉陶器瓶、 鉄製匙、 漆紙文
書、 羽口 、 送風管、 鍛造剥片

古代 ： 竪穴住居、 石組暗渠、 燈明皿捨て場 燈明皿 • 青磁碗
16 第11次（平成6 年度）

中世 ： 大溝 瓦質土器捕鉢

17 第12次（平成 6 年度）

18 第13次（平成 6 年度）

13 



番号 調査次数 主な発見遺構 主な出土遣物

19 第14次 （平成 6 年度） 古代 ： 溝

20 第15次（平成 6 年度） 古代 ： 竪穴住居

古代 ： 堀立柱建物、 竪穴住居 円面硯、 燈明皿
21 第16次（平成 7 年度）

近代 ： 大井戸

古坑 ： 竪穴住居 石製模造品

22 第17次 （平成 7 年度） 古代 ： 竪穴住居 漆紙

中世 ： 堀立柱建物 宵磁、 施釉陶器花瓶

縄文 ： 包含附 石鏃

23 
第18次（平成 7 年度）

古代 ： 堀立柱建物、 竪穴住居
第19次（平成 8 年度）

中世 ： 堀立柱建物 白磁、 青磁

24 第20次 （平成 8 年度） 古代 ： 堀立柱建物

25 第21次（平成 8 年度） 古代 ： 竪穴住居

26 第22次（平成 9 年度） 古代 ： 竪穴住居 赤焼き土器

27 第23次（平成 9 年度） 中世 ： 平場、 柱穴 施釉陶器花盆 • 水滴

28 第24次（平成 9 年度） 土塁

第25次（平成 9 年度）
古代 ： 堀立柱建物、 竪穴住居 須恵器播鉢

29 
第26次（平成10年度） 近世 ： 墓 漆器椀、 施釉陶器碗

30 第27次（平成10年度） 古代 ： 柱穴

31 第28次（平成10年度） 柱列 ・ 溝

14 



第 6 図 小沢原遺跡 ・ 高崎遺跡航空写真 （昭和36年撮影）
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第 6 図 小沢原遺跡 ・ 高崎遺跡航空写真 （昭和36年撮影）
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IV 小沢原遺跡

1 . 調査区の地形

調査区の現況は、 東北本線に面 し た部分に雑木林があり、 標高約16mと最も高い。 この雑木林に接する

部分では南段かの平坦面があるが、 それ以外はおおよそ 平坦な地形となっている。 こ れは昭和40年代から

行われた大規模な宅地造成によるもので、 それ以前の旧地形はその下に完全に埋没 している。 昭和22年撮

影の航空写真によると、 調査区のほぼ中央には東西方向に大き な埋没谷があり 、 谷地田として利用されて

いる。 ま た 、 全体に西側に傾斜 し た 地形であっ たこ と が窺われる。 これらのことは試掘調査において確認

することができた。

なお、 以下の記述にあた り 、 埋没谷の北側で遺構が発見された調査区を第 I 調査区、 その南側を第 I I調

査区、 埋没谷を含むその南側の調査区を第III調査区、 南端部の雑木林部分を第IV調査区とする。

2 . 層序

第 I 調査区の南半部から第III調査区にかけて、 すなわち埋没している谷と重複する部分では 、 現表土の

下に厚い盛り土があり、 それらによっ て調査区の大部分が毅われている。 この盛り土は昭和40年代の宅地

造成によるものである。 この盛り土と造成以前の表土を 除去すると、 多くの部分では直ち に地山が現れた。

わずかに、 第 I 調査区の西半部において堆積陪が検 出 さ れ、 第III調査区の北斜面部分で旧表土の存在が確

認されている。 第IV調査区では 、 表土を除去するとすべての部分で直ちに地山が現れた 。 以下、 第 I · III

調査区の状況について説明する。

(1) 第 1 調査区

西側に向かう斜面において灰黄褐色の堆積層があり、 古代の遺構は その上面から掘りこ ま れたものと、

そ れに四われるものとが見られる。 前者はおおよそ 9 世紀頃の遺構であ り 、 第 II層 は そ れ以前の堆積層と

見られる。

(2) 第Ill調査区

北斜面において堆積層 を 2 層確認 し た 。 第IV陪は地山面に直接堆積しており、 S X15な ど を覆っている。

その上に第田層が堆積しており、 近世の溝跡 ( S D16) は そ の上面から掘りこ ま れている。 遺物は出土 し

ていないが、 おおよそ古代以降の堆積層と見られる。

3 . 発見 し た遺構 と 追物

第 1 · 2 次調査で発見 し た 遺構は掘立柱建物跡 5 棟、 柱列跡 2 条、 竪穴住居跡 3 軒、 溝跡 5 条、 土堀 1

基のほかいくつかの小柱穴や小溝跡群な どを発見した 。 こ れらの中には年代不明のものや、 明らかに近世

以降と見られるものもあるが、 ほとん どのものは概ね古代の遺構と考えられる。 ま た 、 検出面はほ と ん ど

のものが地山面であ り 、 第 I I · III陪との関係が明らかでないものがほとん どである。 したがって、 以下の

遺構の記載にあたっては便宜的に遺構の種類ごとに行う こととする。

16 
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そ•数字は調査次数を示す
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A 
1-- 8 . 60m 

A ' 一
1
8
 

第 I 調査区
盛土

番丹 土色 • 土性など 伽考

J 灰黄褐色 (IOYR4/2) · 砂灯土。 表土の攪乱顕洒。 SX19堆積土

2 灰黄褐色 OOYR4/2l · 砂質土 同上

3 灰黄褐色 (IOYR4/2) · 砂灯土。 マンガン粒多く 含む。 同上

B 
I-- 8.50m 

B
' 

I 

. .  ,, _  -- _ ,  一

----

第I1調査区

番号 土色 • 土性など 鉗考

I 現在の表土

II 昭和40年代の盛土

Ill 暗褐色 (IOYR3/4) · 砂質土 旧表土

IV 褐色 (IOYR4/4) · 砂質土 古代の堆積屈

a にぶい黄橙色 OOYR6/4) · 砂灯土 ピ ッ ト埋土

b 褐色 (IOYR4/4) · 砂釘土 土塙埋土

Cl 褐色 (IOYR4/4) · 砂買土 落ち込み？

C2 褐色 (IOYR4/4) · 砂釘土 同上

d にぶい黄橙色 {IOYRS/4) · 砂質土。 炭化物粒含む。 土撰？

しー 17.00m 第IV調査区
第11調査区

第 I 調査区

ニニコ
第 8 図 第 I • 川調査区層序および調査区エレベーシ ョ ン
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第 9 図 遺構全体図



(1) 掘立柱建物跡

掘立柱建物跡はすべて I 区で発見 し た。 検出面はいずれも地山面である 。

【 S BOl】 桁行 5 間以上、 梁行 3 間の南北棟掘立柱建物跡である 。 本建物跡の南東部は東側に向か っ て落

ち込む地形のため、 南妻に つ い て は明確に把握でき ず、 西側柱列 に つ い て は北 か ら 5 間 目 の柱穴 ま で、 東

側柱列 に つ いて は 3 間 目 の柱穴ま で検出 し た 。 S B04、 S D 07 · 08 · 09 · 10 と 重複 し て お り 、 S D09 ・ 10

よ り 新 し い。 ま た 、 東側柱列の北から 2 間 目 と 3 間 目 の柱穴は S Xl9の堆稜土 に よ っ て 完全に覆わ れて い

る 。 柱穴はほ ぽ同位置で基本的に 2 時期の重複が認め ら れた ( A · B期） 。 A 期 よ り 古い掘 り 方が 2 基の柱

穴で発見 さ れて い る が、 建設時の施工誤差に よ る も の と 見 ら れ る 。 全体の変遷に は含めず、 A'期 と し て お

く 。 以下、 古い順に説明する 。

S BOIA' 西側柱列 に お い て南 か ら 1 間 目 と 2 間 目 の柱穴で検出した 。 いずれ も A · B期の掘 り 方 よ り 著

し く 北側にずれて い る 。 南 か ら 1 間 目 の柱穴では柱抜取穴 と 見 ら れ る 掘 り 込みを確認した 。 柱間は掘 り 方

の中心で計測す る と 約 2 . l m で あ る 。 柱穴の平面形は長方形で、 規模は、 長辺65cm、 短辺60cmであ る 。 壁 は

ほ ぽ垂直に 掘 り 込 ま れ て お り 、 深 さ は60cm で あ る 。 埋土は浅黄色やにぶい黄橙色の砂質土で、 混入物は極

め て少 な いのが特徴であ る 。

S BOIA 西側柱列 と 北妻の大部分お よ び東側柱列の一部で柱穴を検出 し た。 柱位置 を 掘 り 方の中心に想

定 し て柱間 を推定す る と 、 西側柱列に つ い て は北 よ り 約2 . 2 m 、 約2.0m、 約2 . 2 m 、 約1.8mであ り 、 東側

柱列 に つ い て は北 よ り 約2 . 2 m 、 約2 .0mであ る 。 北妻は総長約5 . 7 m 、 柱間は西 よ り 約2. 0m、 約3 . 8 m ( 2

間分） で あ る 。 方向は、 B期の も の と ほ ぼ一致 し て い る 。 柱穴の平面形 は お お よ そ方形であ り 、 規模は、

一辺50......,60cmであ る 。 壁 は ほ ぼ垂直に掘 り 込 ま れて お り 、 深 さ は最 も 深 い も ので65cmであ る 。 埋土は灰黄

褐色や浅黄色で混入物は少ない。

S BOIB 発見 したすべて の柱穴で柱痕跡を検出 し た。 西側柱列は総長8.25m以上、 柱間は北 よ り 2 . 03m、

2 . 19m、 1 . 85m 、 1 . 94m 、 2 . 27m 、 東側柱列は北よ り 2 . 12m 、 2 . 03m、 2 . 00 m で あ る 。 北妻は総長5 .65m、

柱間は西よ り 1 .86m、 1 . 92m 、 1 . 87mであ る 。 方 向 は、 西側柱列で見 る と 北で36度34分東に偏 し て お り 、

北妻で見 る と 東で37度 1 分南に偏 し て い る 。 柱穴の平面形は、 方形の も の、 楕円形の も の、 不整形の も の

な どが あ る 。 方形の も の に つ い て み る と 、 規模は、 大規模な も ので75 X 55cm、 小規模な も ので50cm四方で

あ る 。 柱痕跡は径14"-'26cm で あ る 。 壁 は ほ ぼ垂直に掘り 込 ま れて い る も の も あ る が、 やや斜めに掘 り こ ま

れて い る も の も あ る 。

ヽ

第10図 S 8 01模式図
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【 S B02】 西側に落ち込む斜面の際で発見した掘立柱建物跡である。 4 つの柱穴を発見したのみであるが

南側に展開する可能性の方が少な い と 考 え 、 桁行 2 間以上、 梁行 2 間の東西棟 と 考 えておきたい。 S B04、

S I 05と重複しており 、 S B04よ り 古い S I 05よ り も さ ら に古い。 桁行については、 北側柱列の東から 1

間分の柱間が 1 . 59mである。 梁行については、 東妻が総長3 .34mであり 、 柱間は南よ り 1 . 63m 、 1 . 70mで

ある。 方向は、 東妻でみると北で39度54分東に 偏 している。 柱穴の平面形は概ね方形であ り 、 規模は一辺

40......,50cmである。 柱痕跡は径14......,16cmである。
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第14図 S B 02平面図 • 断面図

【 S B03】 桁行 4 間、 梁行 3 間の南北棟掘立柱建物跡である。 第 3 次調査において北妻を発見しており 、

おおよそ建物全体の規模を把握することが可能である。 桁行については、 東側柱列で総長6.51m 、 柱間は

南よ り l . 70m 、 1 . 82m、 1 . 33m、 1 . 66mである。 梁行については、 北西隅および南西隅の柱穴を発見して

いないため、 両側柱列の南から 1 間目 の柱穴によって推定する と 総長4.12mである。 柱間は、 南妻で東か

ら 1 . 63m 、 1 . 46m 、 以下不明である。 方向は、 東側柱列でみる と 北で44度38分東に偏している。 柱穴の平

面形は概ね方形であ り 、 規模は一辺40-----50cmである。 柱痕跡は径15-----17cmである。

26 



拶》

＼ 
第 3 次調査区

／ 

@ 

®
 

��� ／ 

◎ 。 2 m  

← 8.10m -{'
' 

0.
 

第15図 S 803平面図 • 断面図

27 



y
 

二l
03

゜

◎
 

函）

人9
/
/
7

)

9
0
3
 

-

＿

i

-

＿

＿

­

E
N

o
 

C
0
3
 

回
阻
片
<
0
8
S

図
9
1
�

1£0N
 

OO
N-3
 

＼ ・
/＇||
l1-＿
1

 

，＼

 

□
 

OO
N
S
 

T
 

゜

o 。

＼
ー
l
_
1よ

久

(l

叉〉

£O
S
 

28 



【 S B04】 コ の字形に並ぶ 6 つの柱穴を発見 し た の みであ る が、 そ れ ら を北側柱列お よ び西妻 と 東妻の一

部 と みて 、 桁行 3 間、 梁行 2 間以上の東西棟 と 推定 した 。 S B Ol · 02、 S I 05、 S D07·08·09 と 重複 し

て お り 、 S I 05よ り 新 し い。 し た が っ て そ れ よ り 古い S B02よ り も 新 し い。 それ以外の も の と の関係は不

明である。 東妻を の ぞ く 柱穴では柱痕跡を確認 し て い る 。 桁行に つ い て は、 北側柱列で総長約7.3m、 柱間

は、 西 よ り 2 . 37m 2 . 36m、 約2 .5mである 。 梁行柱間は、 いずれも 北側柱列か ら 1 間分のみ把握 し て お り 、

西妻が2 . 17m、 東妻が約2 . 3mである。 方向は、 北側柱列でみ る と 、 東で約28度南に 偏 し て い る 。 柱穴の平

面形は概ね円形であ り 、 規模は一辺40......,50cmであ る 。 柱痕跡は、 南西隅の柱穴でみる と 径17cmであ る 。

【 S B21】 調査区北端部で発見 した桁行 2 間、 梁行 1 間の東西棟掘立柱建物跡で あ る 。 大部分は第 3 次調

査区に あ り 、 本調査では南西隅の柱穴 1 つ を検出 したのみである。 南側柱列の中央の柱穴は発見 し て いな

い。 北側柱列 と 南西隅の柱穴で柱痕跡を検出 し て い る。 桁行に つ い て は、 北側柱列で総長3.62m、 柱間は

西よ り 1. 84m、 1 . 79m、 南側柱列で総長約3 .4mである 。 梁行に つ い て は、 西妻が2 . 80m、 東妻が約2 . 8m

である 。 方向は、 北側柱列で見 る と 、 東で22度23分南に偏 し て い る 。 柱穴の平面形は概ね方形であ り 、 規

模は一辺40......,50cmであ る 。 柱痕跡は径10......,12cmである。
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【 S A20 】 第 I 調査区 の地山 面 で発見した東西に並ぶ 3 基 の柱穴 である。 西側に展開しな い こ と から東西

棟 の北側柱、 あ る い は南北棟 の北妻の一部 と考えられる 。 S B Ol と 重 複して い る が新旧 関係 は不明 であ る 。

いずれの柱穴 でも柱痕跡を確認して おり 、 西側 と中央 の柱穴に は2 時 期 の重 複が認められた。 柱間 は、 西

よ り 1.97m、 1.89m であり 2 間 分 で3.8 7m である 。 方 向 は東で11 度1 分南に偏して い る 。 柱穴 の平 面形 は

方形 であり 、 規模 は一辺約50cm である 。 柱痕跡 は径15cm の円形 であ る。 柱間が異なっ て い る こ と を重視 す

れば、 東西棟 の北側柱列 の一 部 であ る 可能性が 高い であろ う 。

1-- 7.50m 
A

' 

-I 

゜ 2 m  

第18図 S B 20平面図 • 断面図

(2) 柱列跡

【S A 1 3 】 第Ill 調査区東部 の地山 面 で発見した南北 方 向 の柱列である 。 4 基 の柱穴を検出 し て おり 、 その

うち 2 基 の柱穴 で柱痕跡を確認した。 北側 は現代 の溝等によっ て確認 できず、 南側 も 調査区外に延びて い

30 



る可能性が ある。 S D l6と重複して おり 、 それよ り 古い。 方向は北 で0 度58 分東に偏している。 柱間は、

南よ り 約2 . 8m、 2.81m、 約2 . 7m である。 柱穴 の平面 形 は お およそ 円形 であり 、 規模は径z5,..._,5ocrn である。

柱痕跡は径15,..._,18cm の円形 である。
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【 S A32】 第III調査区の中央部で発見した東西に並ぶ 2 基の柱穴である。 建物跡の柱穴か とも考えられる

が、 これら と 組み合う他の柱穴を確認できなかったため、 ここでは一応柱列としておく。 両柱穴で柱痕跡

を確認している。 柱間は1 . 34mであり、 方向は東で20度 3 分北に偏 している。 底面の高さは西側のものが

深く、 比高差は約14cmである。 柱穴の平面形は楕円形であり、 規模は長径35cm、 短径25cm と長径52cm、 短

径40cmである。 柱痕跡は径10-16cmである。

A 
I- 7.40m �-

第21図 S A32断面図

(3) 竪穴住居跡

第 I 調査区で 1 棟、 第Ill調査区で 2 棟発見

した。 いずれも部分的に検出したものであ り 、

全体が把握されたものはない。

【 S I 05】 第 l 調査区北部の地山面で発見し

た住居跡である。 表土を除去した段階ですで

に床面が露出 しており、 残存状態は悪い。 S

B02 と 重複しており、 それより新しい。 東壁

と 北壁および南壁の一部を検出 したにすぎな

いが、 平面形はおおよそ方形と推定される。

規模は、 東辺が約2 . 9mであり、 方向は発掘基

準線 と ほ ぼ一 致 している。 東辺の中央よりや

や南によった位置にはカ マ ド があり、 煙道と

側壁の一部が残存 している。 煙道は長さ85cm、

最大幅50cmであり、 深さ約 5 cm残存している。

側壁は南側の一部を残すのみである。 床面は

黄褐色の貼床であり、 硬く締 まっている。 カ

マ ド の前面には東辺と ほ ぼ平行する溝がある。

規模は長さ約1 . 6m、 幅25......,11cm、 深さ約 5 cm 

である。
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土色 • 土性な ど

黄褐色(IOYR5/6) · 砂賞土。 炭化物 ・ 焼土を含む。

: I ::::::�::;:�: ::� 灰黄褐色土粒を含む。

第22図 S I  05平面図 • 断面図

繭考―•• 
カ マ ド内埋土

貼床

掘方埋土
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貼床を除去す る と 、 北壁か ら 約 l mの地点から壁に沿っ て幅50,....,25cmの溝が巡っ て い る。 古い段階の周

溝の可能性 も あ る が、 規模や平面形が一定ではな い こ と か ら本住居構築時の掘 り 方 と 考 え られる 。

遺物は、 埋土 1 層 か ら土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 焼けた泥岩、 煙道から土師器杯 ・ 甕、 須恵器甕 •

瓶、 平瓦、 掘 り 方か ら 土師器甕、 須恵器甕、 砥石、 ピ ッ ト か ら 土師器杯、 確認面から灰釉陶器瓶な どが出

土 し て い る。 全体的に特徴的な部分を失っ て い る も のが多い。 埋土 1 層出土の土師器甕は口縁部の破片で

あ り 、 ロ ク ロ 調整 さ れ て い る 。 ピ ッ ト か ら 出土 した 土師器杯は ロ ク ロ 調整 さ れて お り 、 底部に糸切 り 痕 の

認 め ら れ る も の も あ る。 煙道出土の平瓦 は 1 枚作 り に よ る も のである （第23固） 。 焼 けた泥岩は カ マ ド材の

可能性がある。

l● .,1-'-L, o;-, 

層位

カ マ ド内埋土

種類

平瓦
IIB類

20cm 
I """ " '::a』

特徴

【凹面J 糸切痕→布→ナデ
【凸面J 糸切痕→縄叩き （つぷれ気味）

第23図 S I 05出土遺物

登録番号

R(l)-10 

【 S I 11】 第Ill次調査区の地山面で発見 した住居跡であ る 。 本体の大部分 は そ の北側の谷に よ っ て侵食さ

れて お り 、 東壁と南壁の一部を残すのみであ る が、 平面形は お お よ そ方形 と 推定 さ れ る。 規模は、 南辺2.

8m以上、 東辺1.2m以上である 。 方向は、 南辺でみ る と 約11度北に偏 し て い る 。 煙道か ら南辺の南東隅よ

り に は カ マ ドがあ り 、 煙道と側壁の一部が残存 して いる 。 煙道は長さ 約80cm、 最大幅35cm、 深 さ 9 cmであ

る 。 側壁は東側の一部を残すのみである 。 東壁 と 南壁の際 に は そ れぞれ周溝が あ り 、 カ マ ド の前面で止ま

っ て い る。 南壁の周溝は幅27�19crnであ り 、 深さ は 5 � 3 cmであ る 。 底面は西側、 すなわ ち カ マ ド と は反

対の方向に傾斜 し て い る。 東壁の周溝は幅約30cmであ り 、 深さ 5 Cfilであ る 。 床面 は黄褐色の貼床であ る 。

貼床を除去す る と 、 カ マ ド前面で途切れて いた周溝は本来連続 して掘削 さ れた も のであ る こ と を確認した。

床面構築 に あ た り 、 ①連続 して周溝を掘削、 ②カ マ ド前面を一部埋め戻し、 床を貼る 、 と い う 工程を と っ

た と 考 え ら れる 。 本住居跡の埋土は、 炭化物を含む砂質土が全体的に堆栢 し て お り 、 カ マ ド か ら煙道にか

け て は焼土 と炭化物を多量に含む層が堆枝 し て い る 。

遺物は、 埋度 1 層 か ら 土師器杯 ・ 甕、 須恵器甕、 平瓦、 煙道 ・ 床面直上 ・ カ マ ド 内 ・ 貼床から土師器甕

が出土 し て い る。 こ の内 、 貼床 と カ マ ド 内 か ら 出土 した土師器甕 は ロ ク ロ 調整 さ れた も のである 。 平瓦は

多賀城政庁創建期の も のである。
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$48ー

S45 一

$48 ― 

トー 7.00m �· 

。 2 m  

番号 土色 • 土性など 儲考

I 黄褐色 (10YR5/6) · 砂費土。 炭化物粒少羅含む。

2 暗赤褐色 (2.5YR2/3) ・ 焼土。 炭化物を多羹に含む。

3 褐色 ooYR4/6l ・ 粘質土。

4 黄褐色 (lOYRS/6) · 粘賀土。 貼床

第24図 S I 11平面図 • 断面図
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I

Cl) 

S51一

S54一

0・ 2 m  

I-- 8.30m �· 

B トー· 8.30m �· 

番号 土色 • 土性など 儲考

1 黄褐色 (lOYRS/6) · 砂質土

2 にぶい黄褐色 OOYRS/3) · 砂質土

3 a 暗赤褐色 (2.5YR2/3) ・ 焼土

3 b 貿褐色 (IOYRS/6) · 砂質土

4 明黄褐色 ClOYR7/6) · 砂質土

5 黄褐色 OOYR5/6) · 砂質土 貼床

第25図 S I 12平面図 • 断面図
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【 S I 12】 第III調査区の南東隅の地山面で発見した住居跡である。 残存状態についてみると 、 北側につい

ては床面まで完全に削平されているが、 南側については比較的良好である。 近世以降の SD16によって北

半部は大き く 破壊されている。 東壁および南壁の一部を検出 したにすぎないが、 平面形はおおよそ方形 と

推定される。 規模は、 東辺が2 . 9m以上、 南辺が3.4m以上である。 方向は、 南辺でみると東で約30度南に

偏している。 床面は黄褐色土の貼床であり、 硬 く 締まっている。 壁は、 最も残存状態が良好な東側では約

21cmである。 東壁の南西隅よりにはカ マ ド があり、 天井、 側壁、 煙道の一部が残存している。 煙道は長さ

約50cm、 最大幅50cmである。 側壁は粘土を積んで構築しており、 焚き口の両側には扁平な石を埋めこんで

いる。 カ マ ド の底面は浅 く 皿状に窪んでいる。 側壁の内面およびカ マ ド底面は硬 く 焼き締まり、 赤褐色に

変色している。 また、 床面上で 3 基の小 ピ ッ ト を検出した。 ピ ッ ト 1 は、 本住居跡の南西隅の壁際に位置

しており、 平面形は歪んだ楕円形である。 規模は、 長径約80cm、 短形40......,55cm、 深さ34cmである。 埋土の

下層は粘性を帯びている。 ピ ッ ト 2 はカ マ ド の東側に位寵するものである。 平面形は円形であり、 規模は

径35cm、 深さ14cmである。 ピ ッ ト 3 は住居跡の ほ ぽ中央部で検出 したもので平面形はおおよそ方形 と推定

される。 規模は一辺60cm X 45cm以上であり、 深さは19cmである。

遺物は、 埋土 1 層から土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 • 瓶、 貼床から土師器甕、 須恵器瓶などが出 土 し て

いる。 1 陪出土の土師器甕の内、 1 点はロ ク ロ調整されたものである。

(4) 溝跡

【 S D07】 第 I 調査区で発見 した東西溝である。 第 II層に覆われ、 地山面から掘りこんでいる こ と を確認

した。 東側は調査区外へ延びているが、 西側はE02 ラ イ ンで止まっており、 確認した長さは13.5mである。

方向については、 西半部でみる と 約23度、 東半部でみる と 約17度北でそれぞれ南に偏している。 規模は、

幅0 .5,.......,0.7m、 深さ10,.......,20cmである。 底面は北から南へ傾斜している。

【 SD08】 第 I 調査区の地山面で発見した東西溝である。 東側は調査区外に延びているが、 西側について

はE06ラ イ ン付近ま検出したに と どまり、 確認した長さは約12mである。 方向は北で約度南に偏している。

方向については、 西半部でみる と 約23度 、 東半部でみる と 約17度北でそれぞれ南に偏している。 規模は、

幅0.4......,0.Sm、 深さ 5 ,.......,10cmである。 底面は北から南へ傾斜している。

【 SD09·10】 第 I 調査区の地山面で発見した「状に曲がる溝跡である。 南北方向のものを S D09、 東西

方向のものを S DlO と する。 S D09はS D07の北側まで約3 . 5m、 S DlOは調査区壁際まで約 3 m検出した

にすぎないが、 S DlOはさら に調査区外へ延びており、 第 3 次調査区に及んでいる。 方向は、 S D09が北

で約40度東に偏しており、 S D10は東で約35度南に偏している。 規模は、 SD09が幅0.4......,0.6m、 深さ15

cmであり、 S D10が幅0.3......,0.4m、 深さ 5 ......,10cmである。

遣物は、 土師器杯 ・ 甕、 須恵器甕などが出土している。 土師器甕は非ロ ク ロ 調整で、 体部外面はハ ケ メ

調整である。

【 S D16】 第III調査区において発見した東西溝である。 第rn層上面で検出した。 S I 12、 S Al3 と 重複 し

ており、 それらより新 し い。 方向は東で23度北に偏している。 規模は、 幅0 . 9,.......,l .4m、 深さは約0 . 5mであ

る。 埋土は砂質土を主体 と し 、 南側から北側に傾斜して堆積 している。 埋土下層から近世以降の陶器土瓶

が出土している。
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(5) 土壊及びその他の遺構

【 S K06】 第 I 調査区の第 II 層上で発見した土壊である。 平面形は歪んだ楕円形であり、 規模は長径3.9

m、 短形2 .5m、 深さ0. 5mである。 埋土は 5 層に細分される。 下層 (3......, 5 層） は混入物が少な く 自然堆

積層 と 見られるが、 上層 ( 1 • 2 層） は多量の炭化物を含むもので、 窪みを人為的に埋め戻したような状

況である。 土器類が多数出土した。

遺物は各層から土師器杯 ・ 甕 ・ 甑 • 羽釜、 須恵器杯 ・ 蓋 • 瓶 ・ 甕、 赤焼き土器杯 ・ 鉢、 土製カ マ ド 、 丸

瓦、 砥石などが多くの遺物が出土 した。 特徴的な部分が失われているものが多 く 、 層位的に変化はほ と ん

ど認められない。 土師器杯 ・ 甕は調整 を確認できるものはほ と んどがロ ク ロ 調整を行ったものである。 羽

釜は口縁部および鍔の破片が 2 点出土している （第27固 2 · 3 ) 。 接合しないが同一個体の可能性がある。

鍔は形骸的で実質的なもの と は考 えられない。 第27図 4 は口縁部の破片であるが、 直立する円筒形の形状

から北関東系の甑と 推定したものである。 土製カ マ ド は体部の破片である。

[
|

A
 

／ 
第 II層除去後に生じた段

EOG 

\Jo 

2『

第11層／／ 

j 

A >- 7.60m 
，
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T
 

B 

� 

B
' 

1 , , , , I T m 

番号 土色 • 土性など 備考

I 灰黄褐色(10YR4/2) · 砂質土。

2 黒褐色(IOYR3/2) · 砂質土。 炭化物を多く 含む。 土器が多数出土

3 明黄褐色(2.5YR6/6) · 砂質土。

4 黄褐色(2.5YR6/l) • 砂質土。

5 黄灰色(2.5YR6/l) · 砂質土。

番号 土色 • 土性な ど

II 灰黄褐色(10YR4/2) · 砂質土。

1 灰黄褐色(10YR5/2) · 砂質土。

2 灰黄褐色(IOYR5/2) · 砂質土。

備考

第II隔

S D 07堆積土

同上

第26図 S K06 • S 007平面図 • 断面図
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番号 種類 層位 特徴 口径 底径 器高 登録番号

1 土師器 ・ 杯 1 層 ［外面】 ロ ク ロ ナ デ
14.4 5.8 4.9 R - 2  

［内面】 ヘ ラ ミ ガキ →黒色処理

2 土師器 ・ 羽釜 2 層 【外面】 ロ ク ロ ナ デ
R-18 

【内面】 ロ ク ロ ナ デ

3 土師器 ・ 羽釜 1 層 ［外面】 ロ ク ロ ナ デ
R-19 

［内面】 ロ ク ロ ナ デ

4 土師器 ・ 甑 l 陪 ［外面】 ロ ク ロ ナ デ
(17. 9) R - 17 

［内面】 ロ ク ロ ナ デ

5 土師器 ・ 甕 l 層 【外面】 平行叩 き → ロ ク ロ ナ デ
(18. 4) R- 3  

【内面】 ロ ク ロ ナ デ

第27図 S K06出土遺物

【 SX15】 第III調査区の緩斜面で発見した小溝跡群であ る 。 第IV層 に 直接覆われ、 地山面から掘 り こ ま れ

た こ とを確認してい る 。

遺物は、 須恵期甕の破片などが少量出土している 。

【 SX19】 第 I 調査区の南端部において多 く の土器が出土した。 詳細は不明で あ る が、 調査区を南北に分

断する 埋没谷の北斜面にあ た り 、 その落ち 際に形成された遺物包含層の可能性が あ る 。 確認面から中世の

無釉陶器甕の体部破片が 1 点出土して い る が、 それ以外はすべて古代の土器であ り 、 しかも全体の1/2以

上の大きな破片が多い。 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕、 赤焼き土器杯 • 高台杯、 転用硯、 鉄鏃 （或い は

釘） 、 鉄滓などが出土してい る 。 土師器は調整を確認でき るものすべてが ロ ク ロ調整をおこなったものであ

る 。 転用硯は須恵器甕の体部破片を利用したものであ る 。
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番号 種類 層位 特徴 口径 底径 器高 登録番号

1 須恵器 ・ 杯
S X19 【外面】 ロ ク ロ ナ デ ，・ 糸切 り (17 .  0) 5 . 7  (4.  7) R(2}- 6 2 陪 【内面】 ロ ク ロ ナ デ

2 須恵器 ・ 杯
S X 19 【外面】 ロ ク ロ ナ デ ，・ 回転糸切り (14 . 8) 6 . 1  3 . 9  R(2} - 7 1 陪 （内面】 ロ ク ロ ナ デ

3 須恵器 ・ 杯
S Xl9 【外面】 ロ ク ロ ナ デ

(15. 0) 6 . 2  3 . 9  R(2)- 5 1 層 【内面】 ロ ク ロ ナ デ

4 須恵器 ・ 杯 S Xl9 【外面】 ロ ク ロ ナ デ
(14.1) 5.6 3 .7  R(2)- 4 1 層 ［内面】 ロ ク ロ ナ デ

5 赤焼き土器 ・ 杯 S Xl9 【外面】 ロ ク ロ ナ デ ・ 回転糸切り (13. 0) 5 .2  3 .1  R(2)- 2 l 層 【内面】 ロ ク ロ ナ デ

6 土師器 ・ 甕
S X 19 【外面】 ロ ク ロ ナ デ

(19.7) R(2)-14 l 層 【内面】 ロ ク ロ ナ デ

7 無釉陶器 ・ 甕 S X19 【外面】 ヘ ラ ナ デ ・ 自然釉
R(l)-31 確認面 【内面】 ヨ コ ナ デ

8 赤焼き土器 ・ 鉢 第II層 【外面】 ロ ク ロ・ナデ→手持ち ヘ ラ ケ ズ リ
(31 . 4) R(l)- 5 【内面】 ロ ク ロ ナ デ

第28図 遺構外出土遺物
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4 .  迫構の年代 と 性格

今回の調査で発見した遺構は、 掘立柱建物跡 6 棟、 柱列 2 条、 竪穴住居跡 3 棟、 区画溝を含む溝跡 4 条、

土塙 l 基な どである 。 はじめにそれらの年代を検討し、 次に性格について考えてみたい。

(1) 年代

はじめに、 遺物が出土してい る 遺構を抽出する と次のとおりである 。

① S I 05 : 埋土からいくつかの土器が出土して い る が 遺構に直接伴う資料はほとんどない。 住居内ピ

ッ ト から ロ ク ロ 調整の土師器杯、 カ マ ド前方 ピ ッ ト から須恵器杯が出土 し て い る 。 後者は、

近年の多賀城跡の調査において須恵系土器の初現形態とされて い る ものと特徴が共通する

（註 1 ) 。 ロ ク ロ 調整の土師器は、 多賀城跡出土土器の変遷では 8 世紀末頃に位置付けられ

て い る B 群土器の段階から見られる （註 2 ) 。 また、 須恵系土器の初現形態とされてい る 灰

色の杯は多賀城跡第61次調査第 7 陪出土土器の中に見られ、 9 世紀後半頃とされて い る 。

埋土からは ロ ク ロ 調整の土師器甕が出土してい る が確実に10世紀以降とみられる 遺物は出

土 して い な い。

② S I  11 : 貼床から ロ ク ロ 調整された土師器甕が出土 しており、 多賀城跡出土土器の B群土器、 すな

わち 8 世紀末を上限年代とす る ことがで き る 。 埋土 1 層からも ロ ク ロ 調整の土師器甕が出

土 して い る 。

③ S I 12 : 埋土 1 層 から ロ ク ロ調整の土師器甕が出土 し て い る 。

④ S K06 : 埋土は大き く上層と下層に区分される 。 ロ ク ロ 調整された土師器は上層 • 下層のいずれか

らも出土 し て い る 。 赤焼き 土器についてみ る と、 多賀城跡出土土器の E · F群土器にみら

れる ような典型的なものは上層には含まれる が下層には含まれない。 下層からはその初現

形態とされ るものが 1 点出土している 。 このような土器の出土状況から、 上層は10世紀前

葉以降に堆積したものである こ とは確実であり、 土壊が掘削された時期についてはそれ以

前とすることがで き る 。 土壊埋土の上層と下層の間には明確な間層が認められな い こ とか

ら10世紀前葉をさほ ど遡らな い可能性があろう。

⑤ S D09 · 10 :  埋土から非ロ ク ロ 調整の土師器甕が出土して い る 。 体部外面はハ ケ メ 調整である 。 非

ロ ク ロ調整で体部をハ ケ メ 調整 し た土師器甕は8 世紀前葉以前に多 く みら れ る が、 表杉ノ

入式の前段階にも伴うことが知られており、 破片資料からは判断が困難である 。

⑥ S Xl9 : 多賀城跡出土土器の E · F群土器にみられるような典型的な赤焼 き 土器が多数出土 してお

り、 10世紀前葉頃の堆積陪 と見られ る 。

遺物は出土していないが、 ①～⑥までの遺構との重複関係が判明 し て い るものは次のとおりである 。

a : S BOl ・ 20はS X 19より古い

b : S B02はS I 05より古い

c : S D07は第II層に覆われており、 S K06より古い

以上のことをまとめる と、 S I 11は 8 世紀末以降、 S B02は 9 世紀後半以前、 S I 05は 9 世紀後半頃、

S BOl • S D07は10世紀前葉以前、 S K06は10世紀前葉頃となる 。 S B03 • 21な どは柱穴の規模や平面形、

埋土の様相が共通 し て い ることから S B02とほぼ同様な年代を考 えてお き たい。 特に S BOlはS B02と方
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向がほとんど一致していることから同年代すなわち 9 世紀後半以前のものである可能性が高い。 今回の調

査における全出土遣物のうち 、 石鏃や中世陶器などの例外を除くとほとんどが 9 · 10世紀のもの であるこ

とは、 この地区における遺構の年代がその頃にあることを示唆するものと考えられる。 年代不明の遺構に

ついてもおおむね 9 ・ 10世紀の年代を与えることができよう。

(2) 遺構の性格

今回発見した遺構のなかで、 性格を窺わせる資料はほとんどないが、 ここでは S B01につ いて若干の検

討を行いたい。

まず、 桁行 5 間以上という規模の建物は、 多賀城内および寺跡以外では大規模な部類に属する。 多賀城

南面の方格地割りの中でもさほど多くはない。 構造的に見た場合、 床束は検出されなかったものの、 柱穴

の底面レベルは地盤の傾斜に沿って深くなっており、 床板を張った構造と推定される。 床が土間の倉、 即

ち 「屋」 の可能性は低いと考えられる。 東北地方において、 古代の一般的な住居は竪穴住居とする通説的

な見解に従えば、 本建物は多賀城に関わる官人層の居宅の一部と見ることが可能であろう。

5 .  ま と め

(1) 多賀城跡東方約600mの低丘陵部から古代の掘立柱建物跡 6 棟、 柱列 2 条、 竪穴住居跡3棟、 区画溝を

含む溝跡 4 条などを発見した 。

(2) 掘立柱建物跡や竪穴住居跡はいずれも平安時代頃の年代と推定される。

(1) 最も規模が大きい掘立柱建物跡は官人層の居宅の一部である可能性がある。

(4) 今回の調査に よ っ て 、 従来知 ら れて い た よ りも さ ら に 広い範囲に逍構の存在が確認され、 多賀城を

とりまく古代の遺跡の広がりを考える上で大きな成果となった。

（註 1 ) 宮城県多賀城跡調査研究所 「III 第61次調査」
r宮城県多賀城跡調査研究所年報1991』 1992

（註2 ) 白鳥良一 「多賀城跡出土土器の変遷」 宮城県多賀城跡調査研究所 r研究紀要VJJ』 1980
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V 高崎遺跡

1 . 周辺の地形

高 崎遺跡における調査対象地区 は直線距離 にして 南北約300m である。 北側約 1 / 3 は北側 に向 か う 斜 面

であり 、 東北本線 との間 には一部湿地が み ら れる。 そ れ以外は、 尾根をはさん で北側 および南側 に向 かう

緩や かな斜 面 となって いる。 尾根頂部 と南端部 の比高差 は約 1 . 7m である。

な お、 以下 の記述 にあたり 、 調査区 の南端部 か ら 約 100m の地点 にある東西 方 向 の市 道を境 となし、 そ の

北側を北地区、 南側を南地区 と称 する。

2 .  層序

今回 の調査区 は南北約300m の長 さにおよん でいる。 し かも緩や かながら起伏 に富 ん でいるこ とから い く

つ か の堆稜層 の存在を予想したが、 ほ とん ど の調査区 では表 土 の下 は直接地山 とな っ て いる。 わ ず か に北

地区 にお いて谷頭 とみ ら れる窪地 にお いて黒 色土 の堆積が あり 、 そ の上 面 で溝等を検出した のみ である。

南区南半部 につ い て は、 住宅地 の建設にあたり 著し く 削平・ 攪乱を受けて おり 、 遺構 の残存状態 は悪 い。

3 . 発見 し た 遺構 と 遺物 1 一平成 5 年度確認調査

【 S X 1137】 北地区南端部 の地 山 面 で発見した壁 面が焼けて いる土壊 である。 平 面形 は円形 であり 、 規模

は直径約0.7m、 深 さO . l m である。 壁 面 は火を受けて赤褐 色になって いるが硬 く 焼き締 まるには至って い

な い。

【 S D l l38】 北地区 ほ ぽ 中央部 の西向きの斜 面 にお い て 発見した東西溝 である。 黒 色土上 面 で検出した。

約 9m検出し、 さら に調査区外に延 び て いる。 方 向 は東 で約 14度南に偏して おり 、 お およそ地形 の傾斜 に

沿って いる。 規模 は、 上幅0.4,....,l.3m と一 定しな い。 深 さは約20cmである。 底 面 は凹凸が あるが、 調査区

両端 で計測 すると、 約70cm の比高差が あり 、 西側 に強 く 傾斜して いる。

【 S D l l39】 北地区 ほ ぼ 中央部 の西向き の斜 面 にお い て 発見した東西溝である。 黒 色土上 面 で検出した。

約 8 m検出し、 さら に調査区外に延び て いる。 方 向 は東 で約 3 度南に偏して おり 、 お およそ地形 の傾斜 に

沿っ て いる。 規模 は、 上幅0.9"'2 .0m と一 定しな い。 深 さは12.......,2lcmである。 調査区両端 で計測 すると、

約60cm の比高差が あり 、 西側 に強 く 傾斜して いる。

【 S X 1141】 南地区北半部 の地 山 面 で発見した土器埋 設遺構 である。 径約20cmの円形 の掘り 方 の中に土師

器甕を据 え て いる。 土師器甕 は体部下半を残 す のみ であり 、 し かも器表 面 は剥落が著し く 調整等 の特徴 は

観察 できな い。

【S D ll42】 南地区北半部 の地山 面 で発見した南北溝 である。 約!Om検出し、 さら に調査区外に延 び て い

る。 方 向 は北 で約27 度東 に偏して いる。 規模 は、 上幅0.8"'1.4m と一 定しな い。 深 さは25---....35cm である。

調査区両端 で計測 すると、 約36cm の比高差があり 、 北側 に傾斜して いる。

【 S Dll43】 南地区中央部北壁 際 の地山 面 で発見した L字状 に曲がる溝跡である。 南北約 7 m、 東西約 2

m検出し、 それぞれ さら に調査区外に延 び て いる。 残存状況 はきわめて悪 く 、 かろ う じて底 面付近を残 す

のみ である。
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吝数字は調査次数 を示す
,,, (確） ： 平成 5 年度確認調査

／ 
第29図
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4 .  発見 し た遺構 と 遺物 2 ー第12次調査一

第12次調査は丘陵南斜面と尾根付近を対象として実施し、 掘立柱建物跡15棟、 柱列跡 2 条、 竪穴住居跡

5 軒、 井戸跡 l 基、 溝跡 5 条、 土器埋設遺構 1 基などを発見した。 以下、 遺構ごとに説明する。

(1) 掘立柱建物跡

調査区全体から15棟発見した。 この う ち北半部の東西20m以上、 南北15mの範囲に集中している。

【 S B 1110】 桁行 3 間、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である。 調査区北半部の う ち 、 最も西側の地山面

で発見した。 柱穴はすべて検出しているが、 北妻棟通 り と北西隅の柱穴は削平され、 わずかに底面付近を

痕跡的に残すのみである。 S B1111 ・ 1117建物跡 と重複 してお り 、 S B 1111よ り 古い。 同位置で建て替え

が行われてお り 、 2 時期の重複が認められる。 以下、 古い順に説明する。

S BlllOA 北妻棟通 り と 北西隅の柱穴 を の ぞ く すべての柱穴で重複関係が確認さ れた。 柱位臨が明らか

なものがないため、 柱間および方向は不明であるが、 B期 と ほぼ同様 と 推定 さ れる。 柱穴は長方形であり 、

規模は 、 最も大きなもので67X 80cm、 小 さ なもので57 X 69cmである。 壁はほぽ垂直に掘 り こ ま れている。

東側柱列でみると、 掘 り 方の底面は南側のもの ほ ど低 く なっており 、 北東隅の柱 穴 と 南東隅の柱穴 と の比

高差40cmであるこ と から斜面に建てられたものと推定される。 埋土は、 黄褐色土やにぶい黄褐色土であり 、

硬 く 締 まっている。

S B lllOB A期の柱 を抜き取 り 、 ほ ぼ同位置で建て替えたものである。 北妻棟通 り と 北西隅の柱穴をの

ぞくすべての柱穴で柱痕跡を確認した。 本建物の方向は 、 東側柱列でみると北で21度36分西に偏してお り 、

南妻でみると東で18度21分北に偏している。 桁行については 、 東側柱列で総長5 . 62m 、 柱間は、 南よ り 1 .

88m · 1 . 81m • 1 .  93m 、 西側柱列で総長約5 .8m 、 柱間は、 南よ り 1 . 88m · 1 . 95m ・ 約1. 9mである。 梁行

については、 南妻で総長4.72m 、 柱間は、 西よ り 2 . 30m·2.43m、 北妻で総長約4.7m 、 柱間は 、 西よ り 約

2 . 3m ・ 約2.4mである。 柱穴の平面形は、 方形のものもあるが楕円形を呈するものが多い。 一方の壁は垂

゜ 20cm 

図版番号 l 種類 層位 特徴 I 登録番号

1 I 平瓦 南東隅柱穴 【凹面】 布目→ナデ l R(l2)- 155 I I B 類 A掘方 【凸面】 縄叩 き 目 （つぶれ気味）

2 丸瓦 南東隅柱穴 【凸面】 縄叩 き 目→ ロ ク ロ ナデ R02)-156 II B類 A掘方 【凹面］ 布目

第33図 S B  1110出土遺物
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直でな いものが多く見られる ことから、 A期の抜き 取り穴を利用したと推定される。 規模は、 最も大 き な

もので長径78cm、 短径60cm、 小さなもので長径50cm、 短径41cmである。 埋土は 明褐色土である。 B期も、

東側柱列でみると、 掘り方の底面は南側のもの ほど低くなっており、 北東隅の柱穴 と 南東隅の柱穴との比

高差は36cmである こ と から斜面に建てられたもの と推定 さ れる。 南東隅柱穴と南西隅柱穴では瓦を利用し

て礎盤 としている。 前者は平瓦 II B 類と丸瓦II B類である。

【 S B 1108】 桁行3間の南北棟掘立柱建物跡である。 梁行は北妻が 2 間で南妻が3間 と な っている。 調査

区北半部で発見した。 調査区外にある北東隅の柱穴をの ぞくすべての柱穴を検出し、 西側柱列と 南妻では

柱痕跡も確認した。 S B 1119 ・ 1109 • 1116 • 1122 • 1125、 S D 1133と重複しており、 S B 1119より新しく、

S B 1109 · 1125、 S D1133よりも古い。 本建物跡の方向は 、 西側柱列でみると北で 2 度12分西に偏してい

る。 桁行については 、 西側柱列で総長5. 73m、 柱間は 、 南より2. 02m · 1 . 96m · 1 .  75m、 東側柱列につい

ては、 柱間が南より約2 . lm ・約1. 7mである。 梁行については 、 南妻で総長3.90m 、 柱間は西より1.16m ・

1 .  66m · 1 .  09m 、 北妻については西 よ り 1 間 目 の柱間が2 .19mである。 柱穴の平面形は方形のものと円形

のものと がある。

【 S B 1119】 南北 ・ 東西3間以上の掘立柱建物跡である。 調査区北側に延びてお り 、 さらに東側にも延び

ている可能性があるため建物の形式は不明である。 S B 1108 · 1109 ・ 1121と 重複しており、 S B1108より

新しい。 方向は 、 西側の南北柱列で見る と 北 で 0 度13分東に偏しており、 南側の東西柱列でみ る と 東 で O

度12分南に偏している。 柱間については 、 西側の南北柱列で南より1. 82m · 1 . 78m · 1 .  56m以上、 西側よ

り 1 間目 の南北柱列で南 よ り2 . 08m ・1 . 74m以上、 西より 2 間目の南北柱列が1 間分で約1.7m 、 南側の東

西柱列が西 よ り 1 .90m • l .  95m · l . 82m以上であ る 。

＼ 
種類

須恵器 ・ 杯

陪位

柱痕跡

特徴
【外面】 ロ ク ロ ナデ ・ 回転糸切り
【内面】 ロ ク ロ ナデ

第34図 S B 1119出土遺物
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【 S B 1109】 桁行 3 間以上、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡である 。 S B 1108 · 1116 · 1121建物跡 と 重複

し て お り 、 S B1108よ り 新 し い。 方 向 は、 西側柱列でみ る と 北 で 0 度38分東 に偏 し て い る 。 桁行に ついて

は、 西側柱列で総長約5 .4m以上、 柱間は、 南よ り 2 . 06m · 2 . 14m ・ 約1 . 2m以上、 東側柱列で 1 間分の柱 ・

間が約2 . 3mである 。 梁行に つ い て は、 南妻が総長約4 .6m、 柱間は西よ り 約2 . 3m ・ 約2 .3mであ る 。

【 S B 1121】 南北 ・ 東西 1 間以上の掘立柱建物跡である 。 大部分が調査区外に あ り 、 3 基の柱穴を検出 し

た にす ぎ な い た め建物の形式は不明である。 3 基の柱穴のう ち 1 基に柱痕跡を確認 し た。 S B 1108·1109 ・

1119 ・ 1122建物跡、 S K1131 と 重複 し て い る がいずれと も新旧関係 は 明 ら かでない。 方向は、 東西柱列で

み る と 東 で 0 度32分南に 偏 し て い る 。 柱間は、 東西柱列が約4 .3m、 南北柱列が約2.0mである 。

【 S B 1122】 桁行 3 間以上、 梁行 l 間の東西棟掘立柱建物跡である。 東妻は調査区外に延びてお り 、 南側

柱列は南西隅の柱穴以外すべて破壊さ れて い る た め、 検 出 し た の は西妻と 北側柱列の一部であ る。 検出し

たすべて の柱穴で柱痕跡を確認 し た。 S B 1119 · 1125 · 1124 · 1108建物跡 と 重複 し て お り 、 S B 1119よ り

新 し い。 方向は、 北側柱列でみ る と 東 で 0 度14分南に偏 し て い る 。 桁行に つ い て は、 北側柱列で総長7.61

m以上、 柱間は、 西 よ り 2 .09m · 3 .54m · 1 . 98m以上であ る 。 梁行について は西妻が4 . 54mである 。

【 S B 1125】 桁行 3 間、 梁行 1 間の東西棟掘立柱建物跡であ る。 南側柱列は ほ と ん どが破壊さ れ て お り 、

わずかに南西隅の柱穴を検出 し た の みであ る 。 北東隅 と 北西隅の 2 基の柱穴で柱痕跡 を確認 し た。 S B

1 108 · 1112建物跡、 S Dl132溝跡 と 重複 し て お り 、 S B 1108よ り 新 し く 、 S B 1 112、 S Dl132 よ り 古い。

方向は、 北側柱列でみ る と 東で 2 度39分北 に 偏 し て い る。 桁行に つ い て は、 北側柱列で総長6 . 49m、 柱間

は西よ り 約2 . lm ・ 約2 .2m ・ 約2 .2mである 。 梁行に つ い て は、 西妻で約2 . 9m で あ る。

【 S B 1124】 北半部の最 も 東側で発見 し た 掘立柱建物跡であ る 。 東西方向に 2 列、 対称の位置に並ぶ 4 基

の柱穴を検出 したのみである 。 3 甚の柱穴で柱痕跡を確認 し た。 北側に展開す る 可能性 も あ る が、 南側の

柱列の ほ う がやや規模が大 き いた め、 南側の 2 基の柱穴を北入側柱、 北側の 2 基の柱穴を北庇 と みて北庇

付東西棟掘立柱建物跡を想定する。 S B 1 122 と 重複 し て い る が新旧関係は不明である 。 方向は、 北側柱列

でみ る と 東で 2 度24分北 に偏 し て い る。 柱間については、 北側柱列で 1 間分2.38m、 北入側柱列で 1 間分

約2 .5m、 庇の出は約1 .4mである 。
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【 S B 1112】 北妻に東西 • 南北 1 間の庇が付 く 桁行 3 間、 梁行 2 間の南北棟掘立柱建物跡であ る 。 南西隅

柱穴は調査区外 に あ り 、 西側柱列の南から 1 間 目 の柱穴は攪乱で破壊さ れ、 検出で き なか っ た。 S B 1116· 

1117 · 1118 · 1125建物跡 と 重複 し て お り 、 S B 1125よ り 新 し い。 方向は、 東側柱列 で み る と 、 北で 1 度 2

分西に 偏 し て い る 。 桁行に つ い て は、 東側柱列で総長5.52m、 柱間は、 南よ り 1 .89m ・ 約 1 . 8m ・ 約1.9m

であ り 、 庇の出は西側柱列上で約l . l m、 棟通 り で約 1 . 2mであ る 。 庇を含めた総長は約6.8m と 推 定 さ れ

る 。 梁行に つ い て は、 北妻で総長3 .82m、 柱間は、 西 よ り 約2 . 0m ・ 約1.9mである 。

【 S B 1117】 桁行 2 間、 梁行 l 間の南北棟掘立柱建物跡であ る。 S B 1110 · 1111 ・ 1112 · 1116 · 1118建物

跡 と 重複 し て お り 、 S B 1118よ り 新 し い。 柱穴はすべて検出 し て い る が、 いずれの柱穴でも 柱痕跡は確認

し て い な い。 方向は、 西側柱列でみ る と 北で約 3 度東 に 偏 し て お り 、 東側柱列でみ る と北で約 2 度東に偏

し て い る 。 桁行に つ い て は、 西側柱列で総長約3 .7m、 柱間は、 南 よ り 約1 . 9m ・ 約1.8m、 東側柱列で総長

約3.5m、 柱間は、 南よ り 約1 . 9 m ・約1. 7mであ る 。 梁行に つ い て は、 南妻で約3 .2m、 北妻で約3. lmであ

る 。 柱穴は お お よ そ 円形であ り 、 規模は径20.-.....z?cmで あ る。 掘 り 方埋土は褐色土で あ る。

【 S B 1118】 桁行 2 間、 梁行 l 間の南北棟掘立柱建物跡である 。 柱穴はすべて検出 し て お り 、 その半数の

柱穴で柱痕跡を確認した。 S B 1111 · 1112 · 1116 · 1117建物跡 と 重複 して お り 、 S B 1117よ り 古い。 方向

は、 西側柱列でみ る と 、 北で約 7 度東に偏 し て お り 、 東側柱列でみ る と 、 北で約 6 度東に偏 し て い る 。 桁

行 に つ い て は 、 西側柱列で総長約4 . 2m、 柱間は南 よ り 約1 . 9m ・ 約2 . 2m、 東側柱列で総長約4 . l m、 柱間

は 、 南 よ り 約1 . 8m ・ 約2 . lm で あ る 。 梁行に つ い て は、 南妻が約2.6m、 北妻が約 2 . 8m で あ る。
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【 S B1116·S Dll33】 S B1116 は南 妻に東西 2 間、南北 l 間の 庇があ る 桁行 3 間、 梁行 2 間の南北 棟掘

立柱建 物 跡であ る。 棟通り に も 柱 を持つ構造であ る 。 身舎南西隅 お よ び西側柱列北 よ り 1 間 目の 柱穴をの
ぞ く すべての 柱穴を検出 し、 そ れ らの 約半分の 柱穴で柱痕 跡 を確認した。 S B1109・ 1112· 1 117·1118·1122

建物 跡、 SDll32溝 跡 と 重複しており 、 S Dll32 よ り 新 し い。 方向は、 身舎棟通 りの 柱列 でみ る と 、北 で

゜
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9 度1 7 分東に偏している。 桁行に ついては、 柱痕跡を確認している棟通り の柱列 でみると身舎は6. 32m、

柱間 は、 南より 2.65m · 2. 17m · 0.63m · 0.88m である。 庇 の出 は1. 4 7m であり 、 総 長7. 79m である。 梁

行に ついては、 北妻 で総 長5. 43m、 柱間 は西 よ り 2. 76m · 2.67m である。 庇 は、 東西総 長約2.6m、 柱間

は、 西より 約 1 . 3m · 1. 27m である。

S D l 133は本 建物跡に伴 う雨落ち溝 と考えられる遣構である。 S B 1116 の北妻側 から北西 ・ 北 東隅 に か

けて巡っており 、 北妻側 では約 7 m、 東側柱列側 では約2.3m 、 西側柱列側 では痕跡的に検出した のみ であ

る。 本溝跡と S B 1 116と の間隔 についてみると、 北妻 で約0.7m、 東側柱列 でも約0.7m である。 規模 は、

最も残存状態が良好な部分 で幅27an、 深 さ 1 3cm である。 底 面 は南側 に向 かって傾斜しており 、 S B 1 1 16北

妻付近 と北東隅付近 との比 高差 は約 8 cm である。

【 S Bllll 】 桁行 4 間、 梁行2間 の南北棟掘立柱 建物跡である。 S B 1110 · lll7 · lll8 建物跡と重複して

おり 、 S B 1 1 10より 新し い。 検出 できな かった柱穴が 多 く 、 柱痕跡は棟通り の柱穴 で確認した のみ である。

方 向 は、 棟通り でみると北 で1 度58 分東に偏している。 桁行については、 棟通り でみると総 長6. 42m、柱間

は、 東側柱列 でみると 中央 の2間が南より 約 1 . 6m ・ 約1. 3m である。 梁行に ついては約 4 . 2mと推 定さ れる。

【S B ll 26 】 桁行 4 間 以上、 梁行2間 の南北棟掘立柱 建物跡である。 南半部の地山 面 で発見した。 南東隅

の柱穴 は検出 できず、 さ らに北妻 は調査区外に ある。 3 基 の柱穴 で柱痕跡を確認した。 S I 111 4、 S K ll 4 4  

と重複しており 、 S I lll 4 よ り 新し く 、 S K 11 4 4より 古 い。 方 向 は、 西側柱列 でみると、 北 で約 2 度東に

偏している。 桁行については、 西側柱列 で総 長約6. 5m以上、 柱間 は、 南より 2. 4 4 m ・ 約2. 2m ・ 約1.9m以

上 である。 梁行に ついては、 南妻から1 間 目 の柱 でみると約 4 . 3m である。 柱穴 はおおむね円形 であり 、

【 S B ll27 】 桁行2間以上、 梁行1 間 の南北棟掘立柱 建物跡である。 南半部の地 山 面 で発見した。 南妻 は

後世 の溝によって破壊 さ れている。 3 基 の柱穴 で柱痕跡を確認した 。 方 向 は、 北妻 でみると東で約 1 度南

に偏している。 桁行柱間 は、 西側柱列 で約 1.7m、 東側柱列 で2. 05m であり 、 梁行については北妻で4. 73m

である。
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(2) 竪穴住居跡

調査区北半部で 2 棟、 南半部で 2 棟、 合計 4 棟発見 した。 北半部の 2 棟は残存状態が悪く、 床面付近を

かろう じて残すのみである が南半部の 2 棟については残存状態は比較的良好であった。

【 S I 1113】 調査区南半部で発見した竪穴住居跡である 。 同位置で 4 時期の変遷があり (A→ B → C → D

期） 、 B期 と D期はさらに 3 小期に細分する こ と ができ る 。 以下、 古い順に説明する 。

S I 1113A 北周溝と 西周溝の一 部 を確認した。 西周溝際には褐色土の貼床が見られる (A貼床） が、

ほ と ん どの部分は地山をその ま ま床 面 と している 。 周溝は、 幅約16cm、 深 さ 約 8 cmである 。

S I 1113B 周溝および主柱穴を検出し 、 ほぽ全体を検出 した。 西周溝はD期の周溝で大き く 破壊され

ているが、 それ以外はおおよそ検出 した。 A期の遺構 と は西辺 と 北辺の周溝が重複 しており、 それらの外

側に拡幅している状況が確認で き る 。 床面は、 A期 と 同様に地山 を直接床面 と している 。 周溝には3時期

の重複が見られるが ( a 1 ・ a 2 →  b ) 、 平面的に確認でき たのは東辺 と 南辺の東半部のみである 。 周溝の
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幅は、 最 も 広 い 部 分でみる と 、 a 1 期は 15cm以上、 a 2 期は20cm以上、 b 期は20cmである 。 主柱穴はやや
東辺よ りの位瞑に 4 基検出 した。南西隅の 柱穴は D 期の 暗渠 で、南 東隅の 柱穴は C期の 炉 と そ れぞれ重複

し、 底面付近を残すの みである 。 それぞれの 柱間 は、 北西 ・北東間1.44m、南西 •南 東間約1.5m、南西 ・

北西 間約1. 9m、南 東・北東間約1.8mである 。

S I 1113C 北辺周溝 と炉を検出 し た。 床面は、 B期の遺構 をすべて埋めて整地したにぶい黄褐色土の

貼床であ り ( C貼床） 、 北辺付近は地山の ま ま である 。 周溝は、西 辺がD期の 周溝によ っ て 完全に破壊 さ れ
て お り 、 北辺 も 一部削 り 取 ら れ て い る 。 北東隅 か ら南側 に か け て は残存状態が悪い。 規模 は、 最 も 良好な
部 分で幅25cm以上であ り 、 深 さ は12cmである 。南 束隅 よ り に炉がある 。 束西 65cm、南 北80cmの 範囲 を 浅 く

掘り窪め た もの であ り 、西側 を 除 く 三方は壁の 立ち上が り が確認さ れ、 北壁は火を受けて赤褐色 を 呈 し て

いた。 底面か ら その西側 に か け て は炭化 物層の 堆積が認め られた。 その 広が り は北壁および南 壁の西 端部

か ら西側約70cmの 範囲に及んでいる 。
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遺物は、 炉 の炭化物層上 か ら 土師器甕 と平瓦が出土した。 土師器甕 は口縁部と体部が出土しており 、 体

部に は縦 方 向 のヘラ ケ ズ リ がみ ら れる 。 口縁部 は摩滅してい る がロ ク ロ 調整 とみ ら れる 。 平 瓦 はII B類で

ある 。

S I 1113D C 期 の遺構 の上 面をにぶ い黄褐色土 の貼床 ( D 貼床） で覆 い、 四 方 に大きく 拡幅 したもの

である 。 こ の段階の遺構としては周溝①・ ②、 住居内暗渠、 焼土土壊、 東壁前 方溝、 主柱穴な どが あ る 。

こ れ ら の新旧 関係に ついて、 東辺付近を中心に賂理す る と、 周溝① ・ 東辺前 方溝→焼土土堀→炭化物層→

周溝②•暗渠 とな る。 周溝 の重 複か ら 少な く と も 2 時期 あり 、 そ れ ら に挟まれ る 土壊 の存在 か ら 3小期 ( a ・

b •  C ) に区 分 される 。

o a 期 ： 西辺と東辺 の周溝、 および 東辺前 方溝を検出し•た。 規模 は、 D e 期とほ ぽ同様と推 定 されるが、

東辺 は中心 で約0.3m 内側となっており 、 やや小規模 であった可能性が あ る。

D b 期 ： D a 期 の周溝埋土 および 東辺前 方 溝 の埋土上 面 か ら掘り 込まれた焼土土壊 1 基を検出した。 そ の
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上面は薄い炭化物層によって西半分が覆われている。 土堀は、 平面形がおおよそ長方形であり、 規模は、

長辺約0 . 7m、 短辺約0 . 6m、 深さ16cmである。 壁は、 東側が緩やかに立ち上がる形状である。 埋土は炭化

物や焼土を多量に含むにぶい黄褐色土である。

D C 期 ： 最も新しい段階のものである。 南西隅の一部が攪乱によ って削平されている。 平面形は東西にや

や長い長方形であり 、 規模は、 東西約5.2m、 南北約4 . 8mである。 方向は、 北壁でみると 東で約 8 度南に

偏 し ており、 西壁でみると北で約 5 度北に偏している。 床面はほぼ平坦であるが、 東壁付近が若干高くな

っている。 壁の残存高は北壁12cm、 西壁14cmであり、 南壁は削平されている。 周溝は各辺を巡っているが、

東辺については北側 2 / 3 までしかみられない。 幅は最も広い部分で55cm、 最も狭い部分で27cmである。 ま

た 、 北東隅から南へ約1 . 4mの地点から、 南西隅に向けて緩やかに屈曲する溝が設けられている。 上幅は、

一定せず、 最も広い部分で43cm、 最も狭い部分で16cmである。 底面は南側 に向かって傾斜 し て お り 、 東辺

周溝との連結点と南端部との比高差は約10cmである。 この溝と、 東辺周溝の南端部から北に0 . 8,......,l.5mの
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範囲は瓦で蓋をした暗渠 と な っ て い る 。 蓋 と な っ て い る 瓦は い ずれも破片であり、 大 き さ も一定でないが

おおよそ密接して並べられている。 主柱穴は対角線上で 4 基確認してい る 。 いずれも抜 き 取られており柱

痕跡は確認で き な い。 柱穴底面に残さ れた柱の当り痕跡から、 それぞれの柱間は北西・北東間約2 .5m、 南

西 • 南東間約2.4m 、 南西 ・ 北西間約2 . l m 、 南東 ・ 北東間約2.3mである。

遺物は 、 床面から須恵器杯、 周溝から土師器 甕 と須恵器杯が出土 し て い る 。 床面出土の須恵器杯は ほ ぼ

完形に復元でき 、 底部は回転糸切り無調整である 。 周溝から出土した須恵器杯の う ち底部の切り離しが明

らかなものは 、 回転糸切り無調整 2 点、 ヘラ切り 1 点である 。 ま た、 暗渠の蓋 と な っ て い る 瓦には平瓦 と

丸瓦とがあり、 平瓦がほとんでである。 平瓦には I A · II A · Il B類があり、 I I B類が圧倒的に多い （第

49,....,54固） 。 互いに接合するものが多 く みられた。

A 
←ー 22.80m

A ' 
一

゜ 2 m 

番号 土性 • 土色など 備考

l にぶい黄褐色 (lOYR5/4) 砂質土 D坦

2 にぶい黄褐色 (lOYR5/3) 粘質土 Db周溝埋土
3 にぶい黄褐色 (lOYRS/3) 粘質土 Db暗渠埋土
4 黒褐色 (10YR2/3) 粘質土。 炭化物を多 く 含む Db焼土土墳炭化物陪
5 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 砂質土5 焼土を多 く 含 む Db焼土土壊埋土
6 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 砂釘土。 地山プロ ッ ク を含む Da周溝埋土
7 にぶい黄褐色 (lOYRS/4) 砂質土 Da東辺前方溝埋土
8 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 砂質土。 黄褐色土粒を含む D貼床
， にぶい黄褐色 (lOYR6/4) 砂質土 ピ ッ ト
10 にぶい黄褐色 (10YR6/4) 砂質土 C周溝
11  にぶい黄褐色 (10YR6/4) 砂質土 C貼床
12 にぶい黄褐色 (10YR6/6) 砂質土 B周溝
13 にぶい黄褐色 (10YR6/4) 砂質土 B周溝
14 B床面上焼土
15 にぶい黄褐色 (10YR7/4) 砂質土。 地山プロ ッ ク を含 む B貼床
16 褐色 ( 10YR4/4) 砂質土 A貼床
17 明黄褐色 (10YR5/8) 砂質土 ピ ッ ト
18 黄褐色 (10YR5/6) 砂質土 ピ ッ ト
19 明黄褐色 (lOYRS/8) 砂質土 ピ ッ ト

第47図 S I 1113断面図
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第48図 S I lll3出土遺物(1)

番号 種類 層位 特徴 口径 底径 器高 登録番号

1 須恵器 ・ 杯 周溝C 【外面】 ロ ク ロ ナ デ ・ 回転糸切り 13.7 6 .6  4 . 4  R(l2)- 3 
1 陪 【内面】 ロ ク ロ ナ デ

2 須恵器 ・ 杯 2 層
【外面】 ロ ク ロ ナ デ ・ 回転糸切り 13.7 6.5 4 .3  R02)-10 
【内面】 ロ ク ロ ナ デ

3 須恵器 ・ 杯
周溝C 【外面】 ロ ク ロ ナ デ ・ ヘラ 切 り

(12. 4) 3.6 (6.8) R02} - 13 
1 層 【内面】 ロ ク ロ ナ デ

4 須恵器 ・ 杯
周溝D 【外面】 ロ ク ロ ナ デ ・ 回転糸切り

(13. 5) 3.7 (7.2) R(l2} - 12 
l 層 【内面】 ロ ク ロ ナ デ

5 土師器 ・ 甕
カ マ ド内 ［外面】 ロ ク ロ ナデ

(21. 5) R(l2)-73 
No.4 ［内面】 ロ ク ロ ナ デ
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第49図 S I 1113出土遺物(2)
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闘 種類 層位 特徴 取 り 上 げNo 登録番号

49-l 平瓦
D期暗渠

［凹面】 布目→ナデ→凸型台圧痕 38 R02)-148 
I A類 【凸面】 布目→ナデ

49-2 平瓦 D期暗渠
【凹面】 色切り痕→布目 （一枚布） 41 RU2)-137 IIA類 【凸面】 糸切り痕→縄叩 き 目

49-3 平瓦 D期暗渠
【凹面】 糸切り痕→布目→ナデ 37 R(l2)- 134 II B-b類 【凸面］ 縄叩き 目 （つぶれ気味）

50-1 平瓦 D期暗渠
【凹面】 糸切り痕→布目→ナデ 4 · 8 · 30 R(IZ)-114 

II B-b類 【凸面】 縄叩き 目 （つぶれ気味） →調整台圧痕

50-2 平瓦 D期暗渠
【凹面J 糸切り痕→布目→ナデ 29 R(I2)-128 

IIB類 【凸面】 糸切り痕→ナデ

50-3 平瓦 D期暗渠
【凹面］ 布目→ナデ

3 · 9  R02)-113 
IIB-b類 【凸面J 糸切り 痕→縄叩 き 目 （つぶれ気味）

50-4 平瓦 D期暗渠 【凹面】 糸切り痕→布目→ナデ 31 R(l2)-129 
IIB類 【凸面】 縄叩 き 目 （つぶれ気味）

51-1 平瓦 D期暗渠
【凹面】 糸切り痕→布目→ナデ l · 24 R(l2)-l l l  

IIB-b類 【凸面】 糸切り 痕→縄叩 き 目 （つぶれ気味）

第54図 S I 1113出土遺物(7)
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闘 種類 層位 待徴 取 り 上 げNo. 登録番号

51-2 平瓦 D期暗渠 【凹面】 糸切り痕→布目 （一 枚布） 40 R(JZ)- 136 IIA類 ［凸面】 縄叩 き 目→ ナ デ

51-3 平瓦 D期暗渠 【凹面】 糸切り痕→布目→ナデ 36 R(l2)-133 IIB類 【凸面】 縄叩き 目 （つぶれ気味）

52-1 平瓦 D期暗渠 【凹面】 布目→ナデ 9 · 20 R(l2)-119 IIB類 【凸面】 縄叩き 目 （つぶれ気味）

52-2 丸瓦 D期暗渠 【凸面］ ロ ク ロ ナ デ 49 R02)-140 II類 【凹面】 粘土紐痕→布目

52-3 平瓦 D期暗渠 【凹面】 布目→ナデ 12 · 23 · 44 R02)-121 IIB類 【凸面】 縄叩 き 目 （つぶれ気味）

52-4 平瓦 D期暗渠 【凹面】 摩滅のため不明 21 R(IZ)-147 IIB-b類 【凸面】 縄叩 き 目 （つぶれ気味）

52-5 平瓦 D期暗渠 ［凹面】 布目→ナデ 18 R(l2)- 124 IIB-b類 ［凸面】 縄叩 き 目 （つぶれ気味） →調整台圧痕

52-6 平瓦 D期暗渠 【凹面】 糸切り痕→布目→ナデ 13 R(l2)-122 IIB-b類 【凸面】 縄叩 き 目 （つぶれ気味）

53-1 平瓦 D期暗渠 【凹面】 糸切り痕→布目→ナデ 7 R02l-117 IIB-b類 【凸面】 縄叩 き 目 （つぶれ気味）

53- 2  平瓦 C期 炉 【凹面】 糸切り痕→布目→ナデ 7 R02)-118 IIB類 【凸面】 縄叩 き 目 （つぶれ気味）

53-3 平瓦 C 期 炉 【凹面］ 布目→ナデ 6 ROZ)-116 IIB-b類 【凸面】 縄叩 き 目 （つぶれ気味）

53-4 平瓦 D期暗渠 【凹面】 布目→ナデ 35 R(l2)-132 IIB類 【凸面】 糸切り 痕→縄叩 き 目 （つぶれ気味）

53-5 平瓦 D期暗渠 【凹面】 糸切り痕→布目→ナデ 22 • 25 R(12)-125 IIB類 【凸面】 縄叩き 目 （つぶれ気味）

53-6 平瓦 D期暗渠 【凹面J 布目 （一 枚布） 2 R02)-112 IIA類 【凸面】 縄叩 き 目→ ナ デ

53-7 平瓦 D期暗渠 【凹面】 布目→ナデ→凸型台圧痕 27 R02)-126 IIA類 【凸面】 ナ デ

53-8 平瓦 D期暗渠 【凹面】 布目→ナデ 39 R02)-135 JIB類 （凸面】 縄叩 き 目 （つぶれ気味）

53-9 平瓦 D期暗渠 【凹面】 摩滅のため不明 48 R02) -139 JIB類 ［凸面】 縄叩 き 目 （つぶれ気味）

54-1 丸瓦 D期暗渠 【凸面】 縄叩き 目→ ロ ク ロ ナ デ 32 R02)-130 IIB類 【凹面】 粘土紐痕→布目

54-2 丸瓦 D期暗渠 【凸面】 ロ ク ロ ナ デ 5 R02)-115 11類 【凹面】 粘土紐痕→布目

54-3 丸瓦 D期暗渠 【凸面】 縄叩 き 目 → ロ ク ロナ デ 34 R02H31 II類 【凹面】 粘土紐痕→布目

54- 4  丸瓦 D期暗渠 ［凸面】 ロ ク ロ ナ デ 46 R(l2) -141 JIB類 ［凹面】 粘土紐痕→布目
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【 S I 1114】 南半部の地山面で発見した竪穴住居跡である。 東辺が現代の溝によって破壊 さ れているが、

それ以外はおおよそ全体を検出した。 平面形は、 やや南辺が広いもののおおよそ方形であり、 規模は、 南

北6.9m、 東西は北辺付近で5 . l m以上、 5.6m以下であり、 南辺付近では6 . 0m以上である。 方向について

み る と 、 北辺は東で約 2 度南に偏しており、 西辺は北で約 5 度東に偏している。 床面はおおよそ平坦であ

り、 岩盤のプロ ッ ク を多批に含む黄褐色土によ る貼床が見られる。 貼床は北半部では薄いが、 南半部では

9 cm以上である。 周溝は、 破壊さ れている東辺をの ぞ く 各辺で検出し、 南西隅から延びる外延溝も確認し

た。 周溝の幅は、 最も広い部分で40cm、 最も狭い部分で20cmである。 西辺では壁が大 き く外側に入り込ん

でいる部分もある。 深 さ は、 北東隅→北西隅→南西隅→外延溝また南東隅→南西隅→外延溝の順に深 く な

っている。 北辺のほぼ中央部にはカ マ ドがある。 両側壁が残存し、 煙道も検出した。 カ マ ド は、 周溝に瓦

で蓋をして暗渠とし、 その上に構築 さ れている。 暗渠となっているのは東西約1 . 2mの範囲であり、 カ マ ド

が構築さ れている範囲とほぽ一致する。 煙道部は長さ 0.. 9m、 幅26---34cmであり、 底面はカ マ ド本体に向か

って傾斜しており、 北端部 と 南端部との比高差は 9 cmである。 煙道部南端とカ マ ド本体の奥壁にも丸瓦を

組み合わせた暗渠状の施設がある。 これは、 丸瓦の凸面を上にし、 互いの玉縁を密接して据えたもので、

奥壁に立てられた丸瓦は周溝の底面に 、 煙道部のもの も底面に直接据えられている。 また、 カ マ ド後方に

は東西l . lm以上、 南北約0 . 3m、 深 さ 約20cmの テ ラ スがある。 カ マ ド に 関わる何らかの施設である可能性

がある。

遺物は、 床面から土師器甕 • 鉢、 須恵器杯、 カ マ ド 内から土師器甕、 須恵器杯、 煙道から土師器甕、 周

溝から土師器甕、 須恵器杯 • 瓶、 埋土からも土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯、 赤焼き 土器杯 ・ 鉢などが出土して

い る 。 土師器甕は調整が明 らかなも のはすぺて ロ ク ロ 調整である 。 土師器鉢も ロ ク ロ 調整を行ったもので

ある。 カ マ ド 内 出土の須恵器杯は底部がヘラ切りである。 施設の一部に転用 さ れている瓦には平瓦 3 点 ( I

A類 2 点、 II B類 1 点） と軒丸瓦 1 点、 丸瓦 2 点 ( II B類） がある。 軒丸瓦は瓦当面が剥離している。 丸

瓦の内 1 点には玉縁部凸面に 「富田」 の ヘ ラ 書 き がある 。 赤焼き 土器は埋土 1 層から数点出土しているの

みでそれより下層には含まれていない。

【 SI 1123】 SI 1114の下層で発見した竪穴住居跡である。
SI 1114の貼床に覆われ、 地山面上で検出し

た。 残存状態は き わめて悪く、 北辺と東辺一部の周溝を残すの みである。 規模は、 東西3 .6m以上、 南北

1 . 7m以上である。 方向は、 北辺でみると おおよそ発掘基準線に一致している。 周溝は幅17---26cmであり、

底面は、 地形の沿って南側に傾斜している。 遺物は出土していない。

B ← ー 22.40m

0 2 m 
I ' I  I I I I 

第55図 S I 1123断面図
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第56図 S I 1114出土遺物(1)
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第59図 S I 1114出土遺物(3)
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番号 種類 陪位 特徴 口径 底径 器高 平面図Na 登録番号

56-1 土師器 ・ 甕 カ マ ド 内 【外面J ロ ク ロ ナ デ→ヘラ ケ ズ リ (23. 5) 6 R02)-58 【内面】 ロ ク ロ ナ デ ・ ナ デ

56-2 土師器 ・ 甕 煙道 【外面】 ロ ク ロ ナ デ (25. !)) 13 R(J2)-74 
［内面】 ロ ク ロ ナ デ

56-3 土師器 ・ 甕 周溝 【外面】 ロ ク ロ ナ デ
(23.2) 12  R(l2) -69 

【内面】 ロ ク ロ ナ デ

58-1 土師器 ・ 甕 カ マ ド内 【外面】 平行叩 き → ロ ク ロ ナ デ
(25. 5) 1 R(l2)-70 

【内面】 ロ ク ロ ナ デ

58-2 土師器 ・ 甕 カ マ ド内 ［外面】 ロ ク ロ ナ デ
(23. 3) R02)-75 

［内面】 ロ ク ロ ナ デ

58-3 土師器 ・ 甕 2 層 【外面】 ロ ク ロ ナ デ (26. 6) R(l2) - 71 
【内面】 ロ ク ロ ナ デ

58-4 土師器 ・ 甕 周溝 【外面】 ロ ク ロ ナ デ
(25. 4) R(l2)-72 

【内面】 ロ ク ロ ナ デ

58-5 土師器 ・ 鉢 床面 【外面】 ロ ク ロ ナ デ (25. 6) R02)-76 
【内面】 ロ ク ロ ナ デ

番号 種類 陪位 特徴 平面図No. 登録番号

59-1 平瓦 【凹面］ 糸切 り 痕→布目→ナ デ→凸型台圧痕 5 R(l2)-143 I A類 【凸面］ 布目→ナデ

59-2 平瓦 【凹面】 糸切り痕→布目→ナデ 10 R(U) -146 II B類 ［凸面】 縄叩 き 目 （つぶれ気味） →調整台圧痕

59-3 平瓦 ［凹面】 糸切 り 痕→布目→ナデ→凸型台圧痕 6 R(l2)-144 I IA類 【凸面】 縄叩 き 目 →ナデ

60-1 軒丸瓦 【凸面】 ロ ク ロ ナデ→ヘ ラ ケ ズ リ ， R02)-145 I I B 類 【凹面】 粘土紐痕→布目

60-2 丸瓦 ［凸面】 縄叩 き 目 →ロ ク ロ ナデ 2 R02)-142 II B 類 ［凹面】 粘土紐痕→布目

60-3 丸瓦 ［凸面】 縄叩 き 目 → ロ ク ロ ナ デ、 ヘラ 書 き 「宮田」 3 R02)-8 II B 類 ［凹面】 粘土紐痕→布目

第60図 S I 1114出土遺物(4)
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第61図 S I 1114出土遺跡(5)

【 S I 1135】 北半部の地山面で発見 した竪穴住居跡であ る 。 東辺 と 北辺の周溝の一部を検出 した 。 平面形

は お お よ そ 方形 と 推定 さ れ、 規模は、 東辺l.lm以上、 北辺1.8m以上である 。 方向は 、 北辺で見 る と 、 東

で約34度南に偏 し て い る 。 周溝の幅は 、 最 も 広い部分で24cmであ る 。 調査区南壁の断面観察に よ る と 、 岩

盤の プロ ッ ク を多証に含む厚さ 6 "'10cmの黄色土があ り 、 貼床 と 見 ら れ る。 その上面に は炭化物層があ り 、

そ れ ら を 覆 っ て 焼土や炭化物を含むにぶい黄褐色土の堆籾が見 ら れた。

← 廷m
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第62図 S I 1135断面図

番号

l 

2 

3 

4 

5 

6 

土性 • 土色な ど 備考

盛土

にぶい黄褐色 (IOYR4/3) 砂質土 表土

黄褐色土 ClOYR5/6) 粘質土
竪穴住居よ り
新しい土凛？

黄褐色 (10YR5/6) 粘質土 住居内埋土

黄褐色 (2.SYRS/4) 粘質土 周溝埋土

黄色 (2.5YR8/6)
掘方埋土

地山細粒を多黛に含む

【 S I 1136】 北半部の地山面で発見 した竪穴住居跡であ る 。 北 辺 と 東辺の一部を確認した。 平面形はおお

よ そ 方形であ り 、 規模は、 東西2.3m以上、 南北2.0m以上で あ る。
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(3) 井戸跡

今回の調査で 1 基発見 し た。

【 S E l115】 調査区中央部の地山面で発

見 し た素掘 り の井戸跡であ る 。 平面形は

楕円形であ り 、 上半分は擢鉢状に く ぽみ、

下半分は円筒状に落ち込んだ形状であ る 。

規模は、 上半分は長径2 .5m、 短径1 .9m

であ り 、 下半分は径約0.7mで、 深 さ は

0. 9mである。 埋土は、 上半分はやや粘性

を帯びた暗褐色であ り 、 下半分の上部に

は オ リ ー プ黒色の粘質土が堆積 し て い る 。

最下層は締 ま り の な い砂質土であ る 。

遺物は、 1 層か ら カ ワ ラ ケ 、 2 層か ら

カ ゴが出土 し て い る 。 カ ワ ラ ケ は底部の

破片であ る （第65図） 。 粘土紐巻 き 上 げ成

形の後、 ロ ク ロ 調整 さ れて お り 、 底部に

は回転糸切 り 痕が あ る 。

l
(l) 

0
 

6
 
2-

—
 

E
 

皐

I I I I 

A t-- 22.SOm 

目
A

' 一

番号 土性 •土色など 備考

l 黒色 (5Y3/ll 粘土 井戸内埋土

2 オ リ ー プ黒色 (5Y3/l) 粘土 井戸内埋土

3 オ リ ー プ灰色 (lOY4/2) 粘質土。 し ま り な し 井戸内埋土

第63図 S E 1115平面図 ・ 断面図

第64図 S E 1115遺物出土状況
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種類 I 層位 特徴 底径 I 登録番号

かわ ら け l 層 I 【外面］ ロ ク ロ ナ デ 底部 ： 回転糸切り
【内面］ ロ ク ロ ナ デ 6.0 I RH2}-172 

04
 

ll)cm 

第65図 SE1115出土遺物

(4) 溝跡

調査区全体で多数発見されている。

【 S D ll20】 調査区北端部の地山面で発見した東西溝である。 東西 と もに調査区外に延びており、 東側の

第14次調査ではその延長部分を検出している。 規模は 、 幅1.3,...._,1.sm、 深さll,...._,32cmである。 底面は、 今

回の調査区東壁から約 6 mの地点に段があり、 わずかに立ち上がっ ているが、 全体的には東側から西側に

向かっ て傾斜しており、 調査区西端部 と 第14次調査区東端部でみる と 、 比高差は約25cmである。 埋土は黄

褐色砂質土を主体 と し、 自然に埋没したよう な状況である。

【 S D ll30·1150】 調査区南半部の地山面で発見した南北溝である。 北側は大規模な攪乱で破壊されてい

る 。 そ の北側延長線上で発見した S Dll50は規模、 埋土の状況が極めて類似 し て い る 。 同一の遣構と みて

一括して取り扱う。 S Dl130は赤焼き 土器を含む S K1145 と 重複しており、 それより古い。 それぞれ調査

区外にさらに延びている。 方向は、 S D ll30の南端部と S D ll50の ほ ぼ中央部で計測する と 、 北で 1 度30

分度東に偏している。 規模は 、 最も残存状況が良好な部分で、 幅約2.6m、 深さ約0 .9mである。 S Dl130 

についてみると 、 ほぼ中央部と 南壁よりでそれぞれ段がつ く が、 全体的 には南側に向かっ て傾斜しており、

S D l130の南端部 と S D ll50の ほ ぼ中央部で計測する と比高差は143cmである。 埋土は 、 上層は暗褐色土や

にぶい黄褐色土、 下層は明黄褐色土が主体であり、 両側から流れ込んだよう な状況であり、 自然堆積 と 見

られる。

造物は 、 上層から土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 • 高台杯 ・ 蓋 • 瓶 ・ 鉢 ・ 甕、 下層からも土師器杯 ・ 甕、 須恵

器杯 ・ 甕などが出土しており、 上層から多 く 出土している。 上層出土資料についてみると 、 土師器杯は調

整が明らかなものは ほ と んどないが、 ロ ク ロ 調整したものが 1 点確認された。 土師器甕は調整が明らかな

ものはすべて ロ ク ロ 調整である。 須恵器杯底部の切り離しが明らかなものが20点あり、 その内訳は回転糸

切り 2 点、 静止糸切り 1 点、 ヘラ切り14点、 切り離し後手持ち ヘラ ケ ズ リ 2 点、 不明 1 点 と なっ ている。

ヘラ切りが圧倒的に多い。 高台杯は底部が糸切りのもの と ヘラ 切りのものがそれぞれ 1 点出土している。

下層出土資料についてみると 、 土師器杯は特徴的な部分がほ と んどない。 土師器甕は ロ ク ロ調整のもの と 、

ハ ケ メ の見られるものが出土している。 須恵器杯は切り離しが明らかなものはいずれもヘラ切りである。

なお、 検出時に赤焼き土器が数点出土しているが、 確実に埋土から出土したものはない。
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第66図 S D  1130平面図
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c· 
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番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

， 

番号

1 

2 

3 

4 

5 

6 

土性 • 土色 備考

暗褐色 OOYR3/4) 粘質土。 炭化物を含む

暗黄褐色 (lOYR6/6) 粘質土。 炭化物を含む

にぶい黄褐色 (lOYRS/4) 粘質土。 炭化物を含む

黄褐色 (IOYR5/6) 粘阿土。 炭化物を含む。 地山細粒を多凪 1 層
に含む

にぶい黄褐色 (lOYRS/4) 粘質土。 炭化物を含む

にぶい黄褐色 (lOYR5/4) 粘質土。 炭化物を多証に含む

9こぶい黄褐色 OOYR5/4) 粘質土。 地山細粒を多量に含む
2 陪

明黄褐色 (10YR6/8) 粘質土

明黄褐色 (10YR6/8) 粘質土。 地山細粒を多呈に含む 3 屈

土性 • 土色 備考

黄褐色 (lOYRS/6) 粘質土。 炭化物を含む

黄褐色 (lOYRS/6) 粘質土。 炭化物を含む

にぶい黄褐色 (lOYRS/4) 粘質土。 炭化物を含む l 層

にぶい黄褐色 (lOYRS/4) 粘質土。 炭化物を含む

にぶい黄褐色 (lOYRS/4) 粘質土。 炭化物を含む

黄褐色 (lOYRS/6) 砂質土。 地山細粒をわずかに含む

明黄褐色 (10YR6/6) 砂質土。 地山細粒を多量に含む 2 層

黄褐色 (lOYR7/8) 砂質土。 地山細粒を含む

黄褐色 (lOYR7/8) 砂質土。 地山細粒を多塁に含む 3 陥

土性 • 土色 備考

にぶい黄褐色 (10YR5/4) 粘質土

にぶい黄褐色 (lOYRS/4) 粘質土
l 厖

明黄褐色 (10YR6/6} 粘質土。 地山細粒を多量に含む
2 陪

明黄褐色 (IOYR6/6) 粘質土。 地山細粒をわずかに含む

明黄褐色 (lOYRG/6) 粘灯土。 地山細粒を多量に含む
3 陪

明黄褐色 (lOYR6/6) 粘質土。 地山細粒を多量に含む

E ト― 一E . 
2180m 

. 番号 I 土性 • 土色

I "" 黄褐色 (lOYRS/6) 粘質土。 地山細粒を含む

2 にぶい黄褐色 (10YR5/4) 粘質土。 地山細粒を含む
2 陪

0 I m  
I I I I I I 

3 明黄褐色 OOYR6/8) 粘質土。 地山細粒を多歪9こ含む I 3 層

第67図 S D  1130断面図
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第68図 S D 1130 · 1150出土遺物
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番号 種類 附位 特徴 口径 底径 器高 登録番号

1 須恵器 ・ 杯 l 陪 【外面】 ロ ク ロナデ 底部 ： ヘフ切り 、 ヘフ記号 rー 」 (13.9) 【内面】 ロ ク ロナデ 7.7 3. 7 R(IZ)ー 39

2 須恵器 ・ 杯 1 層 【外面】 ロ ク ロナデ 底部 ： ヘラ切り (13.8) 【内面】 ロ ク ロナデ 6.8 3.6 R(l2)-37 

3 須恵器 ・ 杯 1 庖 【外面】 ロ ク ロナデ、 油煙付着 底部 ： ヘラ切り
【内面J ロ ク ロ ナデ、 油煙付笞 11.6 4 . 4  R02)—35 

4 須恵器 ・ 杯 l 図 【外面】 ロ ク ロナデ 底部 ： ヘラ切り (13.2) （内面J ロ ク ロ ナデ (6.8) 3 .9  R(l2)ー 36

5 須恵器 ・ 杯 1 層 【外面J ロ ク ロ ナデ 底部 ： ヘラ切り 03.4) 【内面】 ロ ク ロ ナデ (6.6) 3. 7 R02)-45 

6 須恵器 ・ 杯 1 陪 【外面】 ロ ク ロ ナ デ 底部 ： ヘラ切り
【内面） ロ ク ロ ナデ 14.5 8.3 3. 7 R位）-43 

7 須恵器 ・ 杯 1 層 【外面］ ロ ク ロ ナデ 底部 ： ヘラ切り 、 ヘラ記号 r _J
［内面J ロ ク ロ ナ デ 13.3 7 .2 4.0 R02) - 5  

8 須恵器 ・ 杯 I 隠 【外面J ロ ク ロ ナデ 底部： ヘラ切り→手持ちヘフ ケ ズ リ (14.6) 【内面］ ロ ク ロ ナ デ (8.0) 4 .0  R02l-42 

， 須恵器 ・ 杯 2 庖 【外面］ ロ ク ロ ナ デ 底部 ： ヘラ切り (13.6) ［内面］ ロ ク ロナデ 4.4 ROか38

10 須恵器 ・ 杯 1 層 ［外面］ ロ ク ロ ナ デ 底部 ： 糸切 り (15. 9) 【内面］ ロ ク ロナデ (7 .8) 4 .3  R02)-40 

11 土師器 ・ 杯 2 10  【外面］ ヨ コ ナデ、 油煙付荘
【内面］ ヘラ ミ ガキ • 黒色処理、 油煙付沼 10.8 2.9 R02) -4  

12 須恵器 • 高台杯 l 陪 【外面］ ロ ク ロ ナ デ 底部 ： 糸切り (10. 0) 【内面J ロ ク ロ ナ デ (6.4) 5.3 RU2l - 4 1  

13 須恵器 ・ 蓋 I 陪 ［外面］ ロ ク ロ ナ デ→回転ヘ ラ ケ ズ リ
【内面］ ロ ク ロ ナ デ l7. 7 4 .5  R02}-2 

14 須恵器 • 鉄鉢 2 囮 【外面］ ロ ク ロナデ→回転ヘ ラ ケ ズ リ
【内面］ ロ ク ロナデ 20.0 R02l-7 

15 須恵器 ・ 甕 1 陪 【外面］ ロ ク ロナデ→手持ち ヘ ラ ケ ズ リ
［内面］ ハ ケ メ → カ キ メ 30.4 10.9 19.0 R02l-6 

（第68図 SD1130 • 1150出土遺物）

表 2 SD1130 • 1150出土土器集計表 （数字は破片点数）

種類 器種 部位 調整 SD 1130 SD1150 合計
1 層 2 · 3 陪 1 層

口縁部 ロ ク ロ調整 1 1 
不明 2 2 3 7 

体 部 5 10 15 
杯 回転ヘラ ケ ズ リ 1 1 

底 部 手持ちヘフケズリ 2 2 
ロ ク ロ l 1 
不明 3 3 

土師器 高台杯 底 部 1 1 
口縁部 ロ ク ロ調整 4 l 5 

不明 2 7 ， 
ロ ク ロ調整 8 1 6 15 

甕 体 部 ハケメ l 1 
ヘ ラ ケ ズ リ ・ 不明 80 17 64 161 

底 部 糸切り 1 1 
不明 2 2 

口縁部 12 3 15 
体 部 10 4 2 16 

静止糸切り 1 1 
杯 手持ちヘフケズリ 2 2 

底 部 ヘラ切り 14 2 6 22 
回転糸切 り 2 2 
不明 2 2 

須恵器 ヘラ切り l 1 
高台杯 底 部 糸切り 1 1 

不明 1 l 
口縁部 8 10 18 

甕 体 部 67 13 21 101 
底 部 2 2 4 

蓋 口縁部 2 2 
瓶 口縁部 l l 2 

体 部 5 1 6 
その他 52 52 
合 計 292 44 137 473 
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【S D 1146】 調査区南半部 で発見 し た南北溝 である。 南側 は土堀な ど によって破壊 されており 、 約3. 5m検

出した のみ である。 方向 は、 北 で約 14度東 に偏 し ている。 幅 は35......, 55cm であ り 、 深 さは約25cmである。

遺物は、 円 面硯が 1 点出土している。 脚部を 欠 いているが、 硯部 はお およそ残存してお り 、 内縁が ある。

硯部 の裏 面 にはロ ク ロ ナ デ による凹凸が残っている。 脚部 にはヘラ描きの文様が あるが判然 とし な い。 直

線 による縦 方 向 のもの、 曲線 によるものな どがある。 また 、 こ の硯 の特徴的なものと して、 対 の位置 に、

筒状 と小型 の皿状 の部品が ついている。 いずれ も 硯部 の縁から脚部 にかけて貼り つけられている。 前者 に

つ いては、 内法が径 8 ......, 12mm で上端部 は広 く 、 下端部が狭 い。 筆立ての可能性な どが考えられよう 。 小型

の皿状 の部 分 に ついては全容が不明 であるが、硯 面 と皿状部 分 の両方から径4. 5mm の円孔を穿っているが貫

通 していな い。 硯 面 は、 中央部 を中心 に著し い磨耗痕が観察 される。

じ
（一 ご

゜ 10cm 

種類

円面硯

特徴

【外面】 ヘラ描き文様
【内面】 ロ ク ロナデ

硯面径 硯部径

9.7 13.3 

登録番号

R02)- 1 

第69図 S D  1146出土遺物

【S Dl149 】 調査区北半部 の地山 面 で発見 し たゴ字形 の溝 である。

S B 1112· 1116 · 1 117 · 1 1 18 と重 複しているが新旧 関係 は不明 で

ある。 規模 は、 東 西 方 向が約 1. 8m、 南北 方向が約2 . 6m であり 、

幅 は15,..._,30cm、 深 さは約 5cm である。

遺物は須恵器杯が出土した 。 底部 の切 り 離 し はヘラ切 り である。

゜ 10cm 

種類

須恵器 ・ 杯

特徴

【外面】 ロ ク ロ ナ デ 底部 ： ヘラ切り
【内面】 ロ ク ロ ナ デ

ロ径 I 硯面径 I 硯部径 I 登録番号

(16.0) I 9 .0  I 4.4  I R(l2) - 9 

第70図 S D  1149出土遺物
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(5) 土器埋設遺構

【 S Xll40】 調査区北半部で発見 した土器埋設遺構であ る。 不整形の落ち 込みである S X1134の上面で検

出 した。 径約50cmの円形の据え方の中に、 土師器竪を直立 した状態で据 え た も のであ る。

Cl) 
塁

4
 
l

.

 

E
 

゜

芦

゜ F
 

2・

1 .SX1140据方
2 .  ピッ ト
3 .SX1134埋土
4 .  土堰

第71図 S X 1140平面図 • 断面図
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土師器甕 は体部と底部が残存しており 、 口縁部 は失われていた。 体部 はロ ク ロ 調整後、 下半部を縦方向

にヘラ ケ ズ リ している。

。 lJ)cm 

種類

土師器 ・ 甕

特徴 口径

【外面】 ロ ク ロ ナデ→ヘラケズリ
【内面】 ヘ ラ ナ デ

底径

(8.6) 

器高 登録番号

R02)-157 

第72図 S X 1140出土遺物

(6) その他 の出土 遺物

表土など 遺構外より 多 く の土器、 瓦、 近世 以降の

陶磁器な どが出土した。 第73図3 は底部 に「十四文」

の墨書が ある施釉陶器皿 である。 また、 古代 の遺構

埋土より縄文時代と推 定 される石鏃が出土した。 該

期 の遺構 は発見していないが、 周辺 に存在した可能

性が あろ う 。

象
｀ ー’

.]
I・ビ皐ー

〗

①
糾り

゜ 19cm 

番号 遺構 ・ 陪位 種類 特徴 口径 底径 器高 登録番号

南地区南半部 施釉陶器小皿 【外面】 ロ ク ロナ デ 底部 ： 回転糸
1 切 り 。 墨書 r十四文」 3 . 1  R02) - 161 

第 I 層 【内面】 鉄釉

番号 造構 ・ 層位 種類 特徴 長さ 幅 囮さ 登録番号

2 S I 1113貼床 石鏃 頁岩 (3.1) (1.6) 0 . 4  R02}-165 

3 S Dll20 2 陪 石鏃 碁部欠損 頁岩 (2.2) 1 . 5  0 . 3  R(l2) -164 

第73図 その他の出土遺物
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5 . 発見 し た遺構 と 遺物 3 ー第21次調査一

竪穴住居跡 4 軒、 土堀 1 基、 溝跡 2 条を発見した。

(1) 竪穴住居跡

【 S I 1365】 調査区北側で発見した竪穴住居跡である 。 当初検出した床面を除去した後に、 その内側で一

回り小型の住居を検出した。 こ れらに関しては、 両者の貼床が堆積層を挟まず直接重なってい る こ と 、 方

向がほぼ同 じであ る こ と な どから、 ここでは 2 時期の変遷であ る と 判断した 。 以下、 古い住居を S I 1365 
A、 新しい住居を S I 1365B と して概要を記載する 。

S I 1365A 1365 B床面除去後に検出した。 S D1378 と 重複し、 それよりも古い。 東辺および西辺は後

世の削平によって破壊されている 。 平面形は残存部から推測す る と 、 方形であ っ た と 考えられる 。 規模は

南北約3 . 3m、 東西2.lm以上であ る 。 方向は北辺で計 る と、 発掘基準線に対して西で約 1 度北に偏 してい

る 。 床面は褐灰色粘質土を z ,.._, 6 cm貼床 している 。 北側で一部凹凸があるものの、 概ね平坦である 。 カ マ

(i) 
E 3 6 E 3 ， 

-SNOO 

SD1378 

ー S03

ーS06

—S09 

甲
—

Ei6 Ey9 
0 2 m 
I I " II I 

第74図 第21次調査区北半部遺構全体図
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ド は南辺に付設 さ れ て い る 。 燃焼部の規模は幅30,...._,36cm、 奥行き 約30cmであ り 、 残存する側壁の高さ は 7

,...._, 9 cmであ る 。 燃焼部お よ び側壁の下に は丸瓦を暗渠状に埋設して い る。 周溝は北辺 と南辺が残存 し て い

る 。 上幅20.......,24cm、 下幅14,...._,18cm、 深 さ 8 ,.....,10cmであ る 。 底面は北辺に比べて南辺の方が低 く 、 比高差は

20cmほ どであ る 。

遣物は周溝埋土 よ り 土師器甕、 丸瓦、 平瓦が出土 し て い る 。 こ の う ち土師器では、 調整が確認で き る も

のはすべて ロ ク ロ 調整の も ので あ る 。 丸瓦は II類 と 粘土板巻 き 作 り 有段丸瓦、 平瓦は I A類 · II B類であ

る 。

『 A

_., 

,, , SNOO 

· · S03 

トー 24. !0m �· 

゜ � m 

第75図 S I 1365A平面図 • 断面図
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番号 I 種類

1 I 丸瓦

I',.,., .,,,,,' 
20cm 

I 1-—"""・1

層位 特徴

周溝 ・ カ マ ド下 （凹面】 糸切り→布目
【凸面】 縄叩 き → ロ ク ロ ナ デ

第76図 S I 1365A 出土遺物

登録番号

R仰—11

S I 1365B 周 溝 と 床面を検出 した。 S I 1364、 S D 1372、 1378 と重複し 、 そ れ ら よ り も 古 い。 西辺は

後世の削平 に よ っ て破壊さ れて い る 。 平面形は方形であ り 、 規模は南北が約5 .5m 、 東西3 .8m以上である 。

方向は東辺で計る と 、 発掘基準線に 対 し て北で約 1 度東に偏 し て い る 。 床面は明黄褐色粘質土 を貼床 し て

お り 、 2 .......,10cmほ どが残存 し て い る 。 周溝は北辺 • 東辺 • 南辺で確認 した。 上幅24.......,30cm、 下幅16.......,22cm、

深 さ 25....._,30cmであ り 、 北辺周溝内 に は瓦を暗渠状に埋設 し て い る 。 底面は北辺に比べて南辺が低く 、 約25

cmの比高差がある 。 カ マ ド の位置は明 ら かで は な いが、 北側で焼面を確認 し て い る こ と か ら 、 こ の付近に

敷設さ れて いた可能性が高い。

遺物は周溝埋土お よ び貼床 よ り 土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 • 高台付杯 ・ 甕 • 瓶、 丸瓦、 平瓦が出土 し て い

る 。 こ の う ち 土師器では、 調整が確認で き る も のはすべて ロ ク ロ 調整 の も のである 。 丸瓦は I A 類 • Il類・

II B 類、 粘土板巻 き 作 り 有段丸瓦、 平瓦は I C 類 · II B類であ る 。

【 S D 1 370】 調査区中央部で検出 し た南北溝跡である。 位置関係や出土し た遺物か ら判断す る と 、 S I 1365 

B の 外延溝であ る と 考 え ら れ る 。 S I 1368 と 重複し それよ り も 古い。 規模は長 さ l . l m 以上、 上幅33....._,35

cm、 下幅20"-'22cm、 深さ 19.......,20cmである 。 溝内 に は凸面を上に し た平瓦が伏せ られて暗渠 と な っ て お り 、

底面は南側 に 向か っ て 緩やかに傾斜 し て い る 。

出土した平瓦は I A類 · II B類であ る 。
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第77図 S I 1365 B平面図 ・ 断面図

93 



□ ニロ ニ2 ゜ 1.0cm 

3
 

□
4 

5
 

亡ニニエ

2.0cm 

第78図 S I 1365 B 出土遺物(1)
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0」 20cm •-..I 

番号 種類 層位 特徴 口径 底径 器高 登録番号

78-1 須恵器 • 高台付杯 床埋土 【外面】 ロ ク ロ ナ デ 12.4 7.2 5 . 1  R似） ー 44【内面】 ロ ク ロ ナ デ

78-2 須恵器 ・ 杯 床埋土 【外面］ ロ ク ロ ナ デ 底部 ： ヘラ切り 14.0 9 .2  3 .8  R(21)-42 
［内面】 ロ ク ロ ナ デ

78-3 丸瓦 周溝
【凹面】 糸切り→布目

R�l)-10 【凸面】 縄叩 き → ロ ク ロ ナ デ

78-4 丸瓦 · I A-c 周溝 【凹面］ 糸切り →布目の重複 R(2りー14
（凸面） 平行叩 き （第 2 次叩 き ） →ヘラ ケ ズ リ

78-5 丸瓦 · IIB-a 周溝 ［凹面】 粘土紐痕、 布目 R(20-12 
［凸面］ 縄叩 き → ロ ク ロ ナ デ

78-6 平瓦 · UB 周溝 ［凹面］ 布目→ナデ R(20-28 
【凸面】 縄叩 き → 叩 き 目のつぶれ

78-7 平瓦 · I C -a 周溝 【凹面】 布目 、 「下下」 の陰刻文字 R(20-27 
【凸面】 縄叩き （第 1 次叩 き ） →矢羽根状叩 き （第 2 次叩 き ）

79-1 平瓦 • I A-a 1 層 【凹面】 糸切り→布目→ナデ R(20-22 【凸面】 縄叩き→第 2 次布目→ナデ

79-2 平瓦 • I A-a 1 層 【凹面】 糸切 り →布目→ナデ R(2り-23
【凸面】 縄叩き→第 2 次布目→ナデ

80 平瓦 · IIB-b l 層 【凹面】 布目→ナデ R(20- 24 【凸面】 縄叩き →叩 き 目 のつぶれ、 側端部に凹型台圧痕

第80図 S I 1365 8 出土遺物(3)
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【 S I 1368】 調査区中央部で検出 し た竪穴住居跡である 。 S D l370 と 重複 し、 そ れ よ り も 新 し い。 一部を

検出 し た に す ぎ な い た め 、 全体の規模 に つ い て は明らかでない。 方向は西辺で計 る と 、 発掘基準線に対し

て北で約11度東に偏 し て い る 。 堆積土 は 3 層 に細分する こ と ができ 、 第 2 層 に炭化物が多嚢に混入 し て い

る 。 床面は灰黄色粘質土を 2 "' 7 cm貼床 し て お り 、 南側に 向かっ て緩やかに傾斜 し て い る 。 カ マ ド は北辺

に付設 さ れ て い る。 燃焼部の規模は奥行き が約42cmであ り 、 残存す る壁高は約 8 cmであ る 。 周溝は北辺お

よ び西辺で確認 し て い る 。 上幅20"-25cm、 下幅12--....22cm、 深 さ 8"-18cmであ る 。 底面は南側に向かっ て傾斜

し て お り 、 比高差は約10cmであ る 。

遠物は住居内埋土 お よ び床埋土 か ら土師器甕、 須恵器杯 • 高台付杯 ・ 甕 • 瓶、 丸瓦、 平瓦が出土 し て い

る 。 こ の う ち土師器では、 調整が確認で き る も のはすべて ロ ク ロ調整 の も の で あ る 。 丸瓦は II B類、 平瓦

は I A類であ る 。
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第81図 S I 1366 · 1368平面図 • 断面図
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ー 〇• 1肛m

番号 種類 層位 特徴 口径 底径 器高 登録番号

1 須恵器 ・ 杯 床埋土 【外面】 ロ ク ロ ナデ 底部 ： ヘラ切り 14.6 7.1 4.1 R(2l)-43 【内面】 ロ ク ロ ナ デ

2 須恵器 ・ 杯 床埋土 【外面】 ロ ク ロ ナ デ 底部 ： ヘラ切り 8.4 R(2U- 45 【内面】 ロ ク ロ ナ デ

第82図 S I 1368出土遺物

【 S I 1366】 調査区中央部で検出した竪穴住居跡である。 S D1378、 S Kl373と重複し、 それらよりも古

い。 住居の大半が後世の削平を受けているため、 規模については明らかでない。 方向は東辺で計ると、 発

掘基準線に対して北で約 9 度東に偏している。 床面は黒褐色粘質土を貼床しており、 6 cmほどが残存して

いる。 周溝は東辺と北辺で確認している。 上幅20,.....,30cm、 下幅12,..._,14cm、 深さ10,.....,12cmである。 底面レベ

ルは北側から南側に向かっ て傾斜して お り 、 比高差は約20cmである。

遺物は周溝埋土および貼床から土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 • 長頚瓶が出土している。 このうち土師器

では、 調整が確認で き るものはすべ て ロ ク ロ調整のものである 。

【 S I 1364】 調査区北側で検出した竪穴住居跡である。 S I 1365、 S D1378と重複し、 前者よりも新しく、

後者より も古い。 北辺周溝および床面に 2 時期の変遷があり、 古い住居がS I 1364A 、 新しい住居が S I 

1364B である。

S I 1364A 床面と北辺周溝の一部が僅かに残存するのみであり 、 規模等については不明である。 方向

は北辺で計ると、 発掘基準線に対して西で約 2 度北に偏している。 床面は暗褐色粘質土を貼床している。

周溝は上幅22,.....,26cm、 下幅12,.....,15cm、 深さ10,.....,14cmである。

遺物は貼床より土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕 ・ 杯蓋 • 瓶が出土している。 こ の う ち 土師器では、 調整が

確認できるものはすべて ロ ク ロ 調整のものである。

S I 1364B 床面と北側周溝の一部が僅かに残存するのみであり、 規模等については不明である。 方向

は北辺で計ると、 発掘基準線に対して西で約 5 度北に偏している。 床面は灰黄褐色粘質土を貼床している。

周溝は上幅16-20cm、 下幅 8 ,.....,10cm、 深さ12,..._,14cmである。

出土遺物は ない。

【 S Kl373】 調査区南側で検出 した土壊である。 S I 1366と重複し、 それよりも新しい。 規模は長径80cm
以上、 短径75cm、 深さ22-26cmである。 埋土は 1 層 の みである。 褐灰色粘質土を主体とし、 明黄褐色土が

プロ ッ ク 状に混入多批に混入している。

遺物は土師器杯 ・ 甕、 須恵器杯 ・ 甕が出土している。
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番号 種類 層位 特徴 □径 底径 器高 登録番号

1 須恵器 ・ 杯 埋土
【外面】 ロ ク ロ ナ デ 底部 ： 回転糸切り 14.3 (7.  0) 4 .2  R切）-47 【内面】 ロ ク ロ ナデ

2 須恵器 ・ 杯 埋土
［外面】 ロ ク ロ ナ デ 底部 ： 回転糸切り 13.9 5.9 4.0 R(20-46 【内面】 ロ ク ロ ナ デ

第83図 SK1373出土遺物
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5 .  遺構の性格と年代

今回の調査で発見した遺構は、 掘立柱建物跡15棟、 竪穴住居跡 9 軒、 溝跡1 1条 、 井戸跡 l 基、 土器埋設

遺構 2 基などである。 以下、 (1)掘立柱建物跡、 (2)竪穴住居跡、 (3)溝跡、 (4)井戸跡について年代を検討し、

最後にそれらの性格について考 え る。

(1)掘立柱建物跡の年代

南地区北半部で発見した建物跡については次のとおり新旧関係を把握した 。

こ れらの柱穴の形態 ・ 規模、 埋土、 方向についてみると次の 3 群に分類するこ とができる。

S B 1110 > S B 1111 

S B 1119 > S B 1108 

S B  1125 > S D1148 

S B 1122 一

S B 1 109 ．．．．．．．
 

3
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l
l

 

1
1
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1
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第84図 掘立柱建物跡の重複関係

a .  柱穴が一辺40,,.....,80cmの方形で、 埋土は地山土が主体。 方向は北で西に偏す。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ · · S B 1110 

b .  柱穴が一辺50cm以下の方形およ び楕円形で、 埋土は褐色砂質土が主体。 方向は発掘基準線とほぽ一致。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ · S B llll ・ 1108 • 1 109 • 1119 • 1122 • 1125 

c .  柱穴が径15,,.....,25cmの円形で、 埋土は暗褐色砂質土が主体。 方向は、 北で東に偏す。

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ · S B 1116 • 1117 • 1118 

こ れらの新旧関係は、 第84図で示した よ う に、 a → b 、 b → C であり、 a → b → C の関係が成り立つ。

最も古いS B 1110は平瓦II B - b 類と丸瓦II B類を礎盤としており、 その う ち 平瓦 II B - b 類は多賀城政

庁第rn期に伴う ものであることから 8 世紀末が年代の上限となる。

b •  C 群の年代については、 柱穴から出土している遺物がすべて古代の遺物であり、 中世以降の遺構と

の関係がほとんど把握できないなど手がかりがほとんどない。 柱穴の規模はa 群と比較して小規模であり、

必ずしも方形を基調として いない点は中世以降の建物跡と共通しているよう にも見受けられる。 特に、 C

群の S B1116は、 柱穴が円形で小規模であり、 棟通りにも柱穴が設けられて いるなど構造的にもほかの建

物跡とは異なっ ている。 しかし、 b 群についてみれば、 建物の構造は一般的な切妻形式の側柱建物であり、

柱間もさ ほどばらつきがなく、 a 群の S B 1 1 10と比較的近いものが見られる。 最も古いS B 1119の柱痕跡

から、 須恵器杯がほ ぼ完全な状態で出土して いる こ と な ど も 、 b 群の年代を中世以降ま で年代を下げる根

拠にはなりえないよう に思われる。 b 群と同様な様相をもつ建物群は市川橋遺跡大臣宮地区（第14次調査）

で発見した建物跡に類例を求める こ とができる （註 1 ) 。 同遺跡においても具体的な年代は与え る こ とがで

きなかったが、 周辺から出土している土器はF群土器のなかでも新 し い様相を持つものであり、 10世紀中

葉以降の年代を推定するこ ともできるものである。 したがっ て 、 b 群建物の年代については、 おおよそ古

代の範疇で捉え ておくにとどめたい。 C 群についてはさらにそれよ り新しいことから或いは中世に入る可

能性もあろ う 。
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(2)竪穴住居跡の年代

南地区南半部およびその北東に位置する第21次調査区において 4 軒の竪穴住居跡を発見した。 これらの

竪穴住居跡はその多くから ロ ク ロ 調整された土師器が出土しており、 赤焼き土器および須恵系土器の初現

形態と される杯 （註 2 ) を含むものが全く見られないこ と から、 年代はおおよそ 8 世紀末から 9 世紀の間

におさ ま る と 見ること ができる。 これは、 多賀城跡出土土器の変遷ではB · C · D群土器に相当するもの

である。 こ の時期の土器群については、 近年の多賀城跡の調査において詳細な検討が行われており、 ①第

62次調査第 I 群土器 ： 8 世紀末から 9 世紀前葉、 ② S E2101B第III層出土土器 ： 9 世紀前葉から 9 世紀前

半、 ③第62次調査第 II群土器 ： 9 世紀中葉、 ④第61次調査第10層出土土器 ： 9 世紀後半 と いう変遷が明ら

かにされている（註3) 。 ま た、 暗渠に使用された平瓦 と 丸瓦が多く出土しており、 それらの年代も竪穴住

居跡の年代を推定する手がかり となる。

S I 1113 � こついてはA�D期の変遷があり、 C 期の炉と D期床面および周溝から遺物が出土している。

C期の炉からは平瓦 IIB-b 類 と ロ ク ロ 調整の土師器甕が出土している。 D期の床面からはほぼ完形の須

恵器杯が 1 点出土しており、 底部の切り離しは回転糸切り無調整である。 周溝からも須恵器杯が出土して

おり、 底部の切り離しは回転糸切り無調整のものが 2 点 と ヘラ切りが1 点である。 ま た、 D期床面に構築

された暗渠に平瓦 I A · II A· IIB類 と 丸瓦 IIB類が蓋と して使用されている。 平瓦はIIB類が圧倒的に

多く、 IIB- b 類も含ま れている。

C期の年代に ついては、 ロ ク ロ 調整の土師器甕はB群土器以降に伴うものであり、 平瓦 IIB-b 類が政

庁第III期に伴う こ と から 8 世紀末を上限と すること ができる。 D期の年代については、 資料 としては少な

いが、 床面および周溝出土の須恵器杯が手がかりとなる。 底部の切り離しについてみると 、 回転糸切り無

調整が 3 点、 ヘラ切りが 1 点である。 回転糸切り無調整のものを含み、 須恵系土器の初現形態 と されるも

のを含 まないと いうあり方は、 多賀城跡第60次調査 S E2101 B井戸跡第Ill層出土土器およびそれよ りやや

新しい様相が見られる第62次調査第 II群土器における須恵器杯のあり方に類似している。 ヘ ラ切りより回

転糸切り無調整のものが多い点に注目 すれば第II群土器により近く、 それよりさらに新しい可能性もある。

第 II群土器については 9 世紀中葉頃の年代が考えられているので、 ここではおおよそその年代に従ってお

きたい。 暗渠の蓋に転用されている瓦については、 平瓦 IIB-b 類を含むものの、 それより新しい形式の

ものは含んでいない。 第61次調査の成果 に よ れば、 9 世紀後半 と される第10層には須恵器杯は含 ま れず、

須恵系土器の初現形態と される杯を含むのが特徴である。 こ の こ と から、 本住居は 9 世紀後半頃には廃絶

し、 埋没していたこ と が推定され、 それ以前の年代を与 える こ と が妥当である。 したがって、 A · B期は

9 世紀中葉以前、 C · D期は 9 世紀中葉頃 となる。

S I 1114は、 床面から土師器甕 ・ 鉢、 カ マ ド 内から土師器甕、 須恵器杯、 周溝から土師器甕が出土して

いる。 ま た、 暗渠の蓋 と して平瓦 I A類 · IIB類、 丸瓦 IIB類が転用されている。 土師器甕は、 口縁部の

破片で見る と 6 個体あり、 調整が明らかなものすべてが ロ ク ロ 調整を行っ たものである。 叩 き 成形痕を残

すものが 1 点認められる。 土師器鉢も ロ ク ロ 調整を行っ たものである。 須恵器杯は底部の切り離しがヘラ

切りである。 こ れらの年代は、 ロ ク ロ 調整された土師器甕の存在からB群土器以降すなわち 8 世紀末以降

である こ と は確実である。 さらに 、 ロ ク ロ調整で叩き成形痕を残す土師器甕に 注 目 す る と 、 8 世紀末から

9 世紀前葉の年代が考えられている多賀城跡第63次調査第 I 群土器には少数含まれ、 それよ りやや新しい

多賀城跡第60次調査 S E2101B井戸跡出土資料には全く認められないことから、 本住居跡は、 第 I 群土器
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の年代に近いと考えることができる。 暗渠に転用 さ れている瓦のうち 、 I I B類についても確実に第IIl期に

伴うものはない。 したがって、 本住居跡の年代は 8 世紀末か ら 9 世紀前葉と推定さ れる。

第21次調査区で発見した竪穴住居跡については次の重複関係を把握した。

a .  S I 1365A S I 1365B ) S D 1378 

b .  S I 1366 

----_____, S D 1372 
S Kl373 

c . S D 1370 > S I 1368 
� S D1376 

第85図 竪穴住居跡の重複関係

これら の関係のうち 、 a 群では最も古いS I 1365A か ら 平瓦 I A類や粘土板巻き作りの有段丸瓦など政

庁創建期に伴う瓦が出土しているが、 貼床か ら ロ ク ロ調整された土師器甕が出土しており、 8 世紀末を遡

らないことが明ら かである。 ま た 、 それに連続する S I 1365B か ら は ロ ク ロ調整さ れた土師器甕と政庁第

III期に伴う平瓦が、 さ ら にそれより新しい S I 1364か ら も ロ ク ロ調整さ れた土師器甕が出土している。 し

た が っ て、 a 群とした竪穴住居跡や溝跡はすべて 8 世紀末以降の年代が与え ら れる。 C 群では最も古い S

D 1370か ら 政庁第III期に伴う平瓦 II B - b 類が出土しており、 8 世紀末が年代の上限となる。 a • C 群の

下限については手がかりがないが、 赤焼き土器およ び須恵系土器の初現形態とさ れるものが全く出土して

いない こ とか ら 、 消極的ではあるが 9 世紀後半以前に廃絶し、 埋没した可能性が考 え ら れる。 b 群では S

I 1366か ら ロ ク ロ調整さ れた土師器甕が出土している。 また 、 それよ り新しい S K1373か ら は底部回転糸

切り無調整の須恵器杯が出土している。 S I 1366は 8 世紀末以降であり、 S K1373は回転糸切り無調整の

須恵器杯がほぽ完形で出土している こ とか ら 確実に遺構に伴う資料と見られ、 それら が主体となる第62次

調査第 I I 群土器に近い年代すなわち 9 世紀中葉の年代を考えておきたい。

以上のこ とを整理すると以下のとおりである。

S D 1370 · 1376 
S I 1114 
S I 1366 · 1368 
S I 1365 • 1364 • 1372、 S D l378 
S I 1113A · B 
S I 1113C · D 、 S K1373 

(3)溝跡の年代

8 世紀末以降

8 世紀末........ 9 世紀前葉

8 世紀末........ 9 世紀中葉以前
8 世紀末........ 9 世紀中葉

9 世紀中葉以前

9 世紀中葉

S D 1130 • 1150南北溝と S D 1120東西溝の年代について検討する。

S D ll30 · 1150か ら は 土師器杯 • 高台杯 ・ 甕、 須恵器杯 • 高台杯 ・ 蓋 • 甕 • 瓶などが出土している。 上

層 か ら 多く出土しており、 下層か らは少量出土したのみである。 上層出土資料についてみると、 土師器杯

では ロ ク ロ調整されたものが 5 点あり、 底部の切り離しも回転ヘラ ケ ズ リ が 1 点、 手持ちヘラ ケ ズ リ さ れ

たものを 1 点確認した。 土師器甕についても ロ ク ロ調整さ れたものが多く認め られた 。 須恵器杯は 、 底部
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の 切 り 離しが明らかなものが25点あ り 、 その内訳は静止糸切 り 1 点、 回転糸切 り 2 点、 ヘ ラ 切 り 20点、 切

り 離し後手持 ち ヘ ラ ケ ズ リ 2 点となっている。 高台杯は底部が糸切 り のものとヘ ラ 切 り のものがそれぞれ

1 点出土している。 非ロ ク ロ 調整のものは体部外面にハ ケ メ の見られるものが 1 点出土している。 下層出

土資料についてみると、 土師器甕はロ ク ロ調整のものとハ ケ メ の見られるものが出土している。 須恵器杯

は、 底部の切り 離しが明らかなものはいずれもヘラ切り である。

上陪出土の土器群についてみると、 土師器甕はすべてロ ク ロ調整を行ったものであり 、 須恵器杯は底部

の切り 離しがヘ ラ 切 り を主体とし、 回転ヘ ラ ケ ズ リ 、 手持ちヘラ ケ ズ リ 、 回転糸切り 無調整のものを少量

含むものである。 このよ う なあ り 方は多賀城跡第60次調 査 S E2101B 井戸跡第III層出土土器群に類似して

いる。 下層出土の土器は須恵器杯がすべてヘ ラ 切 り によることなど上層出土土器に共通する部分もあるが、

非 ロ ク ロ 調整の土師器甕の存在に注目すれば、 S E 2101 B よ り やや古い第62次調査第 I 群土器に類似して

いると い え る。 第 1 土器は 8 世紀末から 9 世紀前葉、 S E 2101Bは 9 世紀前葉から 9 世紀前半の年代が与

え られていることから、 上層土器群はおおよそ 9 世紀前半頃の年代が想定される。 ま た、 下層出土土器群

の年代から、 溝の開削時期については 8 世紀末頃ま で遡る可能性もあると考 えられる。

S D l120については、 ほとん ど遺物が出土していないが、 第14次調査区においてその延長部分を調査し

てお り 、 既に報告を行っている （註 4 ) 。 年代については、 ①土師器杯はロ ク ロ 調整で手持ち ヘ ラ ケ ズ リ を

施したものと非ロ ク ロ のものとがある。 ②土師器甕はすべて非ロ ク ロ 調整である。 ③須恵器杯はすべてヘ

ラ 切 り である。 ④瓦は平瓦 II B - b 類な ど政庁第III期のものを含む 、 な どの点から幅をもたせて 8 世紀末

から 9 世紀頃と考えている。

(4)井戸跡の年代

S E l115からはカ ワ ラ ケとカ ゴが出土している。 カ ワ ラ ケについては底部の破片が 1 点出土しているの

みであ り 、 詳細な年代は不明であるがおおよそ中世のものと考えられる。 したがっ て、 井戸跡についての

同様に中世の遺構と推定される。

(5)遺構の性格

今回の調査において発見した遺構は、 確実に中世のものである井戸跡や、 年代を限定しがたい掘立柱建

物跡をのぞ く と、 方形の柱穴をもつS B1110や竪穴住居跡は 8 世紀末から 9 世紀にかけての遺構である。

直接これらの遺構の性格を示す資料はないが、 い く つ かの追構について若干の検討を加え 、 本地区のあ り

方について考 え てみたい。

はじめに、 本調査区における竪穴住居跡の特徴 と し て暗渠施設を有するものが多 い こ とがあげられる。

暗渠は、 カ マ ド下に構築されているもの ( a タ イ プ） と、 周溝から分岐して住居内を斜めに延びているも

の ( b タ イ プ） とがある。

a タ イ プとしてS I 1114 · 1365Aがある。 S I 1365B もその可能性が高い。 S I 1114 · 1365Aは周溝の

一部を暗渠とし、 その上にカ マ ド 本体を構築している。 周溝はカマ ド下を通過できるような構造になって

いる。 S I 1114では、 煙道部から カ マ ド下の周溝に至る部分も暗渠としている。 これらはいずれも平瓦と

丸瓦を蓋として転用している。 特に、 S I 1114は周溝底面の レベルが北東→北西→南西あるいは南東→南

西と傾斜してお り 、 南西隅の外延溝に向かっている。 屋内に入 り 込んだ雨水等が滞る こ となく屋外に排水
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す る こ と を考慮 し た構造になっている。

b タ イ プ と して S I 1113Dがある。 東辺から分岐した溝が南西隅付近に向かって住居内を斜めに横切っ

ており、 両者の分岐点およ び斜めの溝は蓋を伴う暗渠であり 、 蓋には平瓦 と 丸瓦が転用されている。 東辺

前面にある焼土土堀はカ マ ドの一部 と も見られるが断定で き ない。 内部中央を斜めに横切る溝の蓋は基本

的に住居床面よ り 高く設臨されている。 床面上で 2 箇所焼面が確認されている。

これらの暗渠をもつ竪穴住居跡については、 直接性格を示す よ う な資料は確認されていないが、 b タ イ

プの暗渠をもつ竪穴住居跡は多賀城跡大畑地区で発見されている（註 5 ) 。 同地区で発見されたものからは

鉄滓が出土 しており、 焼面を伴っているこ と から小鍛冶を中心と した工房 と 考 えられてお り 、 溝は排水の

便を考慮 したもの と 推定されている。 したがって、 S I 1113については同様の性格を推定するこ と がで き

よ う。 a タ イ プについては報告例がほ と んどない。

と こ ろで、 瓦を竪穴住居跡の周溝等に敷 き 並べて暗渠 と している例は多賀城跡や市川橋遺跡館前地区な

どで少数の報告例があるが、 高 崎遺跡第10次調査地区では発見した竪穴住居跡約76棟のうち 、 4 軒以上に

瓦を用いた暗渠が確認されている。 同地区は多賀城廃寺の西側約150mの位置にあ り 、 丘陵西斜面のほぼ全

体から多数の竪穴住居跡 と 少数の掘立柱建物跡が発見され、 竪穴住居跡を主体 と して構成されていること

が明らかである。 こ のような状況は、 掘立柱建物跡を主体 と して構成されている多賀城南面の方格地割り

内の状況 と は基本的に異なっている。 すべての竪穴住居跡について一概に決める こ と はで き ないが、 漆紙

や鉄滓が出土した竪穴住居跡も存在する こ と から工房も存在 し た可能性は大 き い。 ま た、 灰釉陶器瓶類が
一括廃棄された竪穴住居跡もあるなど一般集落を構成するもの と は考え難い。 同地区は廃寺に近接してい

る こ と から寺に付属した工房群 と 見る 考 えもある。 今回の調査区 と 同地区 と は、 寺 と の位置関係、 立地、

遺構の構成、 年代等共通点が多い。

次に、 多賀城廃寺との関わりについて述べる。 今回発見した遣構の広が り については明らかではないが、

調査区の南側の谷や、 北地区の斜面など地形的に起伏の激し い地区を除けばさらに調査区外に広がってい

る可能性がある。 今回の調査区の内、 掘立柱建物跡や竪穴住居跡が集中 して発見された南地区は、 多賀城

廃寺の伽藍中心から北東約250m 、 築地北東隅からは約200mの位置にあ り 、 寺 と は近接した位置関係にあ

る と い え る。 し か し 、 伽藍中枢部の中心から東側は67......... 18lm、 北側は32......... 151mの範囲をほ ぼ全面調査 し

ているが、 直接寺との結びつき を示すような遺構 ・ 遣物は発見でき なかった。 伽藍中枢部の中心から北側

112 ......... 133mの位置にある S Dll20東西溝と 、 同じく東側約205mの位置にある S D ll30南北溝についてはそ

れぞれ何らかの区画 と なる可能性はある。 S Dll20は丘陵の尾根筋にほ ぽ沿った位置を東西に延びてお り 、

第14次調査区で大 き く 北に偏しているのは自然地形に合わせている と も見られる（註 6 ) 。 その北側では明

確な古代の遺構は検出されなかった こ と から、 掘立柱建物跡や竪穴住居跡群の北側を区画 している可能性

がある。 S B1110などおおよそ方向を同じくするものであろう。 ま た、 S Dll30は丘陵の傾斜に対してほ

ぽ直交するように延びている。 方向がおおよ そ真北方向であり、 その東側で発見された竪穴住居跡の方向

がほ と んどS Dll30と合っている こ と などから計画的に掘削されたものである可能性が高い。 これらの溝

が具体的にどのような性格を持つものかは判断で き ないが、 今後周辺地区の調査で解明してい き たい。
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8. まとめ

(1)多賀城廃寺の北東約2 0 0mの低丘陵上に お いて古代の掘立柱建物跡15棟、 竪穴住居跡 9軒、 溝跡11条、

土器埋設遺構 2基、 中世の遺構と し て 井戸跡 1 基、 また中世の遺構の可能性 がある掘立柱建物跡 3 棟

な ど を発見 した。

(2)遣構は丘陵南斜面に多 く 分布 し、 北斜面では希薄である 。

(3)古 代の遺構の年代はいずれも 9世紀である 。

( 4)竪穴住居跡に は瓦を転用した暗渠を持つ も のがあ り 、 工房の可能性 がある 。

（註 l ) 多賀城市教育委員会 『市川橋遺跡ほか一平成5 年度発掘調査報告書ー』 多賀城市文化財調査報告書第35集 1994

（註 2 ) 宮城県多賀城跡調査研究所 『宮城県多賀城跡調査研究所年報1991』 1992

（註 3 ) 宮城県多質城跡調査研究所 『宮城県多賀城跡調査研究所年報1992』 1993

（註 4 ) 多賀城市教育委員会 「III .第14次調査」 『高崎造跡ー第13-16次調査報告書一 』 多賀城市文化財調査報告書第42集

1996 

（註 5 ) 註 3 に 同 じ

（註 6 ) 註 4 に 同 じ
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写 真 図 版



図版 1 小沢原遺跡

上 ： 調査前の状況 （北よ り ）

中 ： 第 1 次調査全景 （南よ り ）

下 ： 同上



図版2 小沢原遺跡
上 ： S B01 (西よ り ）

下 ： S D07 · 08 (西よ り ）



図版3 小沢原遺跡

左上 ： S 801西側柱列北よ り 4 間目柱穴

左中 ： 同 3 間目柱穴

左下 ： 同 2 間目 柱穴

右上 ： 同左B 期底面

右中 ： 同左B 期底面

右下 ： S 801北西隅柱穴
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図版4 小沢原遺跡

上 ： S I 12 (西 よ り ）

中 ： 同 検出状況
下 ： 同 カ マ ド

右下 ： 同 カ マ ド側壁細部



図版5 小沢原遺跡
上 ： S I 11 (北よ り ）
中 ： S I 05 (西よ り ）
中 ： 同 カマ ド
下 ： S K06 (東よ り ）



図版6 小沢原遺跡
上 ： 第lll調査区 （北よ り ）
中左 ： 第rv調査区No. 2 •  3 ト レ ンチ （北よ り ）
中右 ： 同上 No. 4 · 5 ト レ ンチ （西よ り ）
下左 ： 同上 No. 3 ト レ ンチ（東 よ り ）
下右 ： 同上 No. 4 ト レ ンチ （東よ り ）



図版7 高崎遺跡
上左 ： 北地区 ・ 南地区北半部の調査前の

状況 （南よ り ）
上右 ： S D  1142 (北よ り ）
中 ： 南地区北半部全景 （南よ り ）
下左 ： S X 1141 
下右 ： 同上



、,,,

図版 8 高崎遺跡
上左 ： 北地区全景 （南よ り ）
上右 ： S D 1138 • 1139 (南東よ り ）

中左 : S X 1137 

中右 ： 北地区No. 1 ト レ ンチ （南東よ り ）

下 ： 同上 No. 2 ト レ ンチ （西よ り ）



図版9 高崎遺跡
上 ： 第12次調査区全景 （南よ り ）
中 ： 同上 近景 （南よ り ）
下 ： S B 1119柱穴遺物出土状況
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図版10 高崎遺跡
上 ： S 8 1110 (南よ り ）

中 ： 同上南東隅柱穴礎盤検出状況
下 ： S D  1150遺物出土状況
左 ： S D  1130 (北よ り ）



図版11 高崎遺跡
上 ： S I 1114 (南よ り ）
中 ： 同上カ マ ド （南よ り ）
下左 ： 同上 （南よ り ）
下右 ： 同上細部
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図版12 高崎遺跡
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上 ： S I 1113 D (南よ り ）

中左 ： 同上 暗渠 （西よ り ）

中右 ： 同上 蓋除去後の状況 （西よ り ）

下左 ： 同上 暗渠蓋細部

下右 ： 同上



図版13 高崎遺跡
上 ： S I 1113C (南よ り ）
中 ： 同上 （西よ り ）
下 ： S I 1135 (北よ り ）



図版14 高崎遺跡
上 ： S I 1365 B (南よ り ）
中 ： S X 1140 
中 ： S E ll15 (南よ り ）
下左 ： 同上 カ ゴ出土状況
下右 ： 同上
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l 須恵器杯 S D 1130 R (12)- 5 
2 同 上 S D 1150 R (12)- 9 
3 同 上 S I 1113 R (12)-10 
4 同 上 同 上 R (12)- 3 

5 須恵器蓋 S D 1130 R (12) - 2 
6 土師器杯 S D  1130 R (12)- 4 
7 須恵器鉢 S D  1130 R (12)- 7 
8 須恵器甕 S D  1150 R (12)- 6 

図版15 高崎遺跡 出土遺物 l

9 円面硯 S D 1146 R (12) - l  
10 施釉陶器皿 第 I 層 R (12)-161 



図版16 高崎遺跡 出土遺物 2

l 丸瓦 S I 1114 R (12)- 8 
2 平瓦 S I 1365 R (21)-27 
3 丸瓦 S I 1365 R (21)-10 
4 同上
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土壊 立柱建物を発見

近世 溝 陶器

奈良 • 平安時代 掘立柱建物 瓦 瓦転用の暗渠を
竪穴住居 も つ竪穴住居を
溝 発見
土塙

中世 掘立柱建物
井戸 かわ らけ



多賀城市文化財調査報告困第54集

小 沢 原 遺 跡 ・ 高 崎 遺 跡

ー史跡連絡線関連遺跡発掘調査報告書一

平成11年 3 月26日 発行

編集 多賀城市埋蔵文化財調査セ ン タ ー

多 賀 城 市 中 央 二 丁 目 27番 1 号

霞 話 (022) 3 6 8 - 0 1 3 4 

発行 多 賀 城 市 教 育 委 員 会

多 賀 城 市 建 設 部 道 路 諌

多 買 城 市 中 央 二 丁 目 1 番 1 号

電 話 (022) 3 6 8 - 1 1 4 1 

印刷 富 士 印 刷 有 限 会 社

多 賀 城 市 笠 神 五 丁 目 15-28

霞話 (022) 3 6 7 - 0 1 5 7 


	表紙
	序文
	例言
	目次
	図版目次
	写真図版目次
	調査要項
	Ⅰ　遺跡の位置と地理的 ・歴史的環境
	１.遺跡の位置と地理的環境
	２.歴史的環境

	Ⅱ　調査に至る経緯
	Ⅲ　調査方法と経過
	Ⅳ　小沢原遺跡
	１．調査区の地形
	２．層序
	３．発見した遺構と遺物
	４．遺構の年代と性格
	５．まとめ

	Ⅴ　高崎遺跡
	１．周辺の地形
	２．層序
	３．発見した遺構と遺物１ - 平成５年度確認調査
	４．発見した遺構と遺物２ - 第１２次調査
	５．発見した遺構と遺物３ - 第２１次調査
	６．遺構の性格と年代
	７．まとめ

	奥付



